
南海トラフ巨大地震と南海トラフ巨大地震と
いかに向き合うかいかに向き合うか

～想定津波高全国一の町の取り組み～～想定津波高全国一の町の取り組み～

黒潮町長 大 西 勝 也1

東日本大震災発生から、約１年後
２０１２年３月３１日
黒潮町に突き付けられたこと・・・
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予想される南海トラフ巨大地震（新想定）
・黒潮町の最大震度「７」
・黒潮町で予想される津波「３４．４ｍ」
・高知県沿岸の到達時間「２分」

以上。

2012/4/1 毎日新聞2012/4/1 高知新聞

「町の存続すら危ぶまれる想定」
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平成２４年４月２日

職員各位

国の想定を受けた今後の黒潮町の津波対策について

町 長

【国が公表した検討結果を受けて】

去る３月３１日、国（内閣府）が公表した、予想される津波の推計結果についてはすでに周知のことである。当町におい
ては３４．４ｍという国内最大の津波高が示された。

この内容に関し、町としてまず確認すべきことについて、同日午後、幹部職員と防災担当者で構成する南海地震対策
推進本部会議を開催し検討をした。この結果も踏まえ、職員に対し、以下の内容を伝達する。

【基本的な考え方】

東日本大震災を受け、それ以前の想定や対策のあり方では住民の皆さまの命を守ることはできないとの考えから、昨
年7 月に南海地震対策推進本部を設置し、津波対策を中心に関係機関と知恵を出し合い、住民の皆さまとも協議しつ
つ、対策の見直しと事業の推進をしてきたところである。

この見直し作業においては、津波高６～８ｍと予想された「３．１１」以前の想定を大きく上回る２０ｍ程度の新しい想定が
示されることを予想しつつ、その想定を超えたとしても、さらに高いところへ避難できる場所を整備するという方針を基本
としてきた。

今回の公表結果は、この１年で見直してきた対策と今後予定していた当面の計画を覆す内容であり、対応の困難さを
改めて痛感させられたが、以下の点に留意する必要がある。

・３４．４ｍという値は、黒潮町のどの地点での予測なのか不明であること

・波高（津波そのものの高さ）と遡上高（陸域での到達高さ）などの関係性が不明であること

・浸水域（浸水の影響する範囲）や浸水深（地点ごとの浸水深さ）などの情報が不明であること

・発生する最大規模の予測ではあるが、必ずしも次に発生する地震と津波を予測したものではないこと

これらの留意すべき点を踏まえ、真の当事者である住民の皆さまに過度の不安を与えないよう配慮しつつ、必要な情
報の収集を急ぎ、知りえた内容を精査し、迅速に発信・共有することを基本として対策を講じる。

「どうしようもない」と対策を諦めたり、「生活ができる町でない」と、これまでやこれからの町の営みを否定するような考え、
また、発言はその一切を禁止する。

国もそのような意図で今回の検討結果を示したものではなく、今後の検討材料として真摯に受け止め、冷静に検討す
ることを促すことを意図しているものであると正しく理解し、今後の行動、発言の一切は課題解決に向けたものとする。
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先に述べたとおり、さらに避難できる場所を模索してきたこの間の見直し作業は、今回の想定にも対応できるものであり、
今一度、住民の皆さまの命を守るという大原則に立ち返り、作業を粛々と進めていく所存である。

しかしながら、対応を急がれるこの対策を集中的に進めるためには、津波対策のみならず、町のあらゆる事業を見直し、
この課題にいかに向き合い、対応していくことができるのかを模索する作業が急がれることは職員各位も理解しているも
のと思う。

ただ、津波対策を重点的に進めるとはいえ、その前提には「まち全体」の危機的状況への対策であるということを、まず
は職員の総意としておくことが肝要である。

こうしたことを踏まえ、今後の対応については、直接的な防災部門のみならず、すべての職場が関係し、すべての職員
が当事者であることを理解し、相互の協力のもと、この課題に立ち向かうことの必要性を確認していただきたい。

最後に、私たちに課せられた使命は、これまで多くの先輩方のご尽力により受け継がれてきたこの町を、次の世代に
しっかりと引き継いでいくことであり、永続的に町が継続されていく施策を講じることである。

今後も黒潮町は新しい命を育み、また、育み続け、生産活動を行い、また、行い続け、故郷に誇りを持ち、また、持ち
続け永久に受け継がれていく。

これまで行政組織として長き年月で得た知識と経験を、今こそ発揮し、この命を引き継ぐ営みを必ず実現する。

困難な道のりにはなるが、職員一同の奮起を要請する。

【対応方針】

・町の緊急かつ最優先課題と位置づける。

・住民の命を守る対策を徹底的に推進する。

【当面の対応内容等】

・早急に公表内容の精査と関連情報の収集を行う。

・対応方針に基づき、町職員が一丸となって対応することの意思統一をする。

・対策を講じるため、町の人的・財政的資源の配分を見直す。

・推進体制を早急に整え、トップスピードで対策を講じる。

・この間見直してきた津波対策（当面の計画）を再度見直す。

・国に対し、南海トラフ巨大地震対策に関連する法整備の早期実現を要請する。

・国及び県並びに専門機関等に対し、財政支援及び科学的知見に基づく技術支援等を要請する。 5

課題が大きすぎ、小規模自治体には
手の打ちようがない？
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巨大で多様な課題に立ち向かう術

施策Ａ

施策Ｂ

施策Ｃ

施策Ｄ
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課題を細分化（虚像の実像化）
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行政機能

物資調達

居住地

職業・産業

避難

医療

受援

課題群分析の例
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課題の構成要素と対策の関係の例
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課題の構成要素と対策の関係の例

膨大な数を緊
急に見直す

住民ニーズの広聴
と新想定と町の対
応の正確な広報

新想定に基づく避難困
難地と住民の意向を把

握

沿岸集落の脆
弱性の再調査

避難経路
等の障害
を把握

避難所の早急
な見直し

避難計画の早
急な見直し
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全職員による防災全職員による防災
地域担当制で対応地域担当制で対応
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町を地域に細分化（地域担当制）
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地域担当制の組織図
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４地区

１地区

４地区

７地区

６地区
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１地区
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担当地域の区分と配置職員数等
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班
消防団
（分団）

自主防
の数

世帯数 人口
高齢化
率

職員
数

1班 拳の川分団 8 247 618 40.13 11
2班 伊与喜分団 6 206 527 30.17 10
3班 鈴分団 1 48 103 56.31 8
4班 佐賀分団 12 1,051 2,508 29.90 31
5班 伊田分団 3 228 430 44.65 6
6班 有井川分団 1 113 249 42.97 6
7班 上川口分団 4 301 711 32.35 18
8班 蜷川分団 1 147 333 50.75 6
9班 鞭分団 4 555 1,199 37.70 11

10班 早咲分団 7 519 1,158 37.48 12
11班 入野分団 6 1,070 2,492 30.54 43
12班 田の口分団 6 540 1,285 31.44 17
13班 田野浦分団 1 333 779 36.07 13
14班 出口分団 1 174 401 33.92 8

合計 61 5,532 12,793 34.25 200

担当班ごとの組織構成・役割など

• １１班の場合

Ｅ地区

Ｆ地区

Ｄ地区

Ｃ地区

Ｂ地区

Ａ地区

地域担当制の趣旨説明と地域担当制の趣旨説明と
防災ワークショップの運営研修防災ワークショップの運営研修
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地区別懇談会および地区別懇談会および
地域担当職員と住民によるワークショップ地域担当職員と住民によるワークショップ
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地域担当職員と住民による避難道の地域担当職員と住民による避難道の
点検と避難訓練の様子点検と避難訓練の様子
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地域担当制で行政区（地区）ごとに落
とし込んだ避難上の地形・物理的課題

群

この地図が合計61枚完成
（沿岸部40地区、山間部21地区）

地域担当制で行政区（地区）ごとに落
とし込んだ避難上の地形・物理的課題

群

この地図が合計61枚完成
（沿岸部40地区、山間部21地区）
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地域を班に細分化(戸別避難カルテ)

24

町を地域に細分化（地域担当制）
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地域担当制で行政区（地区）ごとに落
とし込んだ課題を、班単位（地域社会
の最小単位）まで落とし込めば、関係
者や対象面積も減り、課題の数も種類
も大幅に減る → 実現可能性が高ま
る
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る

30



31

■最寄りの「防災となり組」

あなたの「防災となり組」となり得る方を記載してください。

「防災となり組」① さん ( 自宅から 程度 )

「防災となり組」② さん ( 自宅から 程度 )

「防災となり組」③ さん ( 自宅から 程度 )

■ご自宅の情報を記入してください。

■家具転倒防止の実施状況を記入してください。

■避難するうえで不安なこと等があれば記載してください。(自由記入)

■ご家族で現役またはＯＢ、ＯＧで医師、看護師、薬剤師、保健師、社会福祉士、
　 児童福祉司、作業療法士、ヘルパー、警察、消防士などの有資格者がいらっしゃ
　 いましたら、その情報を記載してください。

■個人情報保護及び共有について
世帯別津波避難行動調査で入手した個人情報は防災の目的以外には使用しません。

また、この情報は役場内関係部署の他、下記の関係機関で情報共有を行い、各機関での今後の

防災計画等に反映していきたいと考えています。

情報共有してもらいたくない関係機関がありましたら、該当欄に「×」印をお願いいたします。

社会福祉協議会役場 警察署 消防署 区長 民生委員 消防団

実施済み　・　実施していない
昭和　・　平成 年建築

家具の固定

ご自宅 固定済み(　　　　　　　　　　　　　　　　)　・　固定していない

築年数又は建築年 耐震診断 耐震補強工事

ご自宅
築 年

実施済み　・　実施していない

大規模災害が発生した場合、となり・近所の助け合いが重要となってきます。
このようなとなり・近所の助け合いを「防災となり組」と呼んでいます。

世帯別津波避難行動記入シート 役場記入欄

太枠内の設問に記入をお願いします。

■ご家族の情報を記入してください。

○ 歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

■連絡先を記載してください。

第１連絡先 ( )

第２連絡先 ( )

第３連絡先 ( )

■津波避難の情報を記入してください。

■現在考えられている津波避難の方法を記入してください。

6 徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)
7 徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)
8 徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)

3 徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)
4 徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)
5 徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)

番号 どのような方法で避難を考えていますか

1 徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)
2 徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)

8 分程度

7 分程度

6 分程度

5 分程度

4 分程度

3 分程度

2 分程度

1 分程度

番号
津波避難場所 避難訓練参加状況

第1候補 第2候補 いつ頃 避難にかかった時間

8 できる　・　できない できる　・　できない

7 できる　・　できない できる　・　できない

6 できる　・　できない できる　・　できない

5 できる　・　できない できる　・　できない

4 できる　・　できない できる　・　できない

3 できる　・　できない できる　・　できない

2 できる　・　できない できる　・　できない

1 できる　・　できない できる　・　できない

地域名 班 世帯NO カルテ年度

番号
お名前

性別 年齢
ご自分で避難 (自力避難できない場合)

(○印：代表者) ができますか 家族の力で避難可能ですか
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班 予測最大浸水深

避難場所

避難場所 避難訓練参加状況 避難手段（徒歩、車など）

津波浸水予測時間

世帯NO

連　絡　先

（特記事項）

世帯員状況

耐震環境
家屋

家具

避難の課題

※家族内の有資格者（医療従事者、消防関係など）

カルテ年度

（２） （３）

H25

１

【世帯別津波避難行動カルテ】

情報の共有範囲 ※情報共有してもらいたくない機関（警察、消防団など）

津波浸水危険地域名

家具の固定の有無

建築年度、耐震診断、改修の有無

氏名、年齢、性別 自分避難の可否と支援者

最寄りのとなり組 （１）

【避難場所へのアクセス状況】

図 示

自宅から第１次避難所までの

確実な避難行動の診断（所見）
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戸別避難カルテづくりワークショップ戸別避難カルテづくりワークショップ
の様子などの様子など
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個別カルテづくりで世帯ごとに落とし
込んだ避難上の人的・行動的課題

群

このカルテを約4,600枚収集する予
定

（沿岸部40地区、283班）
今後は、把握した課題群（物的・人
的）の解決に向けた対策にシフト
※2013/10/11現在 3,031世帯分を収集

個別カルテづくりで世帯ごとに落とし
込んだ避難上の人的・行動的課題

群

このカルテを約4,600枚収集する予
定

（沿岸部40地区、283班）
今後は、把握した課題群（物的・人
的）の解決に向けた対策にシフト
※2013/10/11現在 3,031世帯分を収集

個別カルテづくりの果実

「土砂災害に対する住民の警戒避難行動促進のための働きかけ手法」
土木技術資料 52(8), pp. 14‐17, 2010 

• 課題の細分化⇒単純化・具体化
• 近所の出席状況が明確⇒欠席しづらい
（2013.10.11現在、参加率６１％、カルテ回収率９８％）

• 社会的手抜きの排除＝相互扶助、共助と近助の活性
• 自分の住まいのリスクを事前に理解⇒リスクコミュニケーション
• カルテの記入⇒作業による記憶の定着
• 「隣組」登録時に本人に意思確認⇒コミュニティ活性化
• 当事者意識の醸成⇒「そのとき」の行動に作用

対策の具体化（処方箋づくりへ）
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避難タワーの設置予定

避難ビル（介護施設）

たばこ乾燥場

１班３世帯

２班２世帯

３班１世帯

４班３世帯

５班５世帯

６班１世帯

７班５世帯

８班１世帯

９班１世帯

１０班４世帯

１１班１世帯

１２班１世帯

１３班４世帯

１４班２世帯

１５班２世帯

１６班４世帯

マンション

２世帯

地区別車両避難予定者マップ

ヲゴ山

カシワ

松ヶ谷

ウエノヤマ

コウジン山

シホ田谷

北イケノ谷

サコノウエ

シオタノウエ

コミュニティセンター

雑貨店

下前班１世帯

上前西班２世帯

上前東班４世帯

中前西班２世帯

中前東班１世帯

道路東班３世帯

馬野々班３世帯

中学校

小学校

檀上

高校

文学館屋上

津波避難タワー予定地

２班１世帯

３Ａ班２世帯

４Ａ班２世帯

４Ｂ班３世帯

５班１世帯

８班１世帯

９班１世帯

１０班２世帯

地区別車両避難予定者マップ

ふりかえり
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南海地震と向かい合い、地震・津波と日本一うまく付き合う、黒潮町の防災計画の考え方

地
震

＋

津
波

あきらめない。揺れたら逃げる。より早く、より安全なところへ。

○避難放棄者を出さない避難所の整備 新技術防災施設等の実現

安全度A／安全度B 安全度A

○避難路の整備

車で避難することを想定した幹線避難路（大動脈避難路）と支線避難路の連結、最短時間で避難可能な避難路
の整備を図る。

高規格道路の早期完成・橋梁の耐震化を国・県に強力に働きかける。

○沿岸防潮堤・津波遡上区域河川堤防の整備

レベル1の津波に対応でき、レベル2の津波の浸水時間を遅らせる防潮施設整備を国・県に強力に働きかける。

○緊急通報システムの充実

国へ地震・津波感知システムの精度アップを働きかけるとともに、被災前の迅速な通報と被災後にも強い緊急通
報システムの充実を図る。

（安全度）

（浸
水
時
間
）

一人ひとりが、状況
に応じて、より安全
な場所へ、最善を尽
くして避難するため
の教育・訓練の実施

新技術防災施設の例

（地下シェルター・ス－パ－避難タワー／ビル等）

揺れたら逃げる

揺れる前に逃げる

○住宅の高台移転

レベル2の津波に対する安全性が困難な住宅については、地元住民の意向を踏まえながら長期計画を定め、段階的に高台や浸水区域外の中山間
地域へ、新たな住宅地の形成をめざす。また、町営住宅については、耐震基準を満たさない施設も多くあることから、早期に高台移転をめざす。

○公共施設（保育所・学校施設）
安全度Aの避難所を短期計画で整備し、
計画的な避難訓練の義務化を図る。

中・長期計画の中では、可能な限り早くレベル２の津波浸水区域外への施設整備をめざす。

○公共施設（拠点的施設）

南海トラフ地震が発生した直後は、町外からの支援が十分に届かな
いことが想定される。そのような状況下で最善を尽くして住民の命を守
るためには、町行政の指揮命令系統が機能することが重要である。そ
のためにも、今後整備する拠点的公共施設はレベル2の津波浸水区
域外に建設する。

※安全度A＝レベル２の津波対応安全度

※安全度B＝レベル１の津波対応安全度

○町内の消防団管轄区域ごとに地域防災組織の強化を図る。

○地方公共団体及び関係機関と、被災地を広域で支援する協定の締
結を進める。また、民間企業や団体との協定強化を図る。

○一週間を自力で凌げる危機管理の備えを図る。

連携・協定の強化

短期計画 中期計画 長期計画

東北の教訓 てん でん こ

津
波

１３

第2次黒潮町南海地震・津波防災計画の基本的な考え方
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はじめに…

ふるさと黒潮町は、上代の白鳳地震以来、100年～150年に一度南海地震と
いう大規模自然災害との共存を余儀なくされてきた。

そのような中、2012年には、南海トラフの巨大地震による震度分布・津波高
の推計が、内閣府及び高知県から公表された。

その内容は、最大震度が７、最大津波高が34mという日本一厳しい数字であ
り、2011年３月の東北地方太平洋沖地震の発生以降慎重に見直してきた、
黒潮町の防災計画と対策事業をさらに見直さなければならない、極めて厳し
いものであった。

当然のことであるが、黒潮町は、いかなる困難な状況に直面しようとも、まず
住民の命を守るということを大原則としながら、これからも豊かなまちづくりを
推進し、先人から受け継いだ「ふるさと」を次の世代へしっかりと引き継いで
いく取り組みを続けていく方針については、いささかも変わることはない。

そのために、南海地震としっかりと向き合い、地震・津波と日本一うまく付き
合う黒潮町の南海地震防災計画の考え方をもって、今後のまちづくりを推進
していく。
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○最大津波高34ｍの町で犠牲者ゼロをめざす15の指針

1．防災教育・啓発について

2．避難場所の考え方と整備について

3．車輛避難について

4．拠点的公共施設について

5．保育所・学校施設について

6．安全な住宅地の形成について

7．防潮堤及び堤防整備について

8．情報伝達システムについて

9．危機管理の備えについて

10．孤立集落対策について

11．防災新技術の導入について

12．自主防災会の組織機能強化について

13．防災地域担当制について

14．揺れへの対策について

15．目標年次

第2次黒潮町南海地震・津波防災計画の基本的な考え方
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むすびに…

2012年に内閣府中央防災会議南海トラフの巨大地震モデル検討会が公表した
南海トラフの巨大地震による震度分布・津波高及び浸水域の推計とその被害想
定については、黒潮町としては、2011年3月の東北地方太平洋沖地震の教訓を
受けた専門委員が、現在における最高の科学的知見をもって生みだし、勇気を
持って公表されたものとして高く評価をする。

しかしながら、それは、ふるさと黒潮町が、最大震度が７、最大津波高が34mと
いう、日本一厳しく、にわかには信じがたいような地震・津波災害に襲われる可
能性があるということが科学的に示されたということであり、その現実を、私たち
はしっかりと受け止めなければならない。

私たちにとっては、大変困難な道のりとなるが、先人から受け継いだふるさとを
守り、次の世代へしっかりと引き継ぐ確実な取り組みを急がなければならない。

すでに、日本一危険な数値が示された町への風評被害は肌で感じている。戦略
を持って対策を打たなければ、次の南海地震に襲われる前に、この町は震災前
過疎の波に飲み込まれる危険性も秘めてきた。

住民の命を守る「防災・減災対策」で町が破綻することがないよう、基礎自治体
がこの現実と向き合い、しっかりと対処できるような国の制度政策による力強い
支援を期待したい。

第2次黒潮町南海地震・津波防災計画の基本的な考え方
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平成２４年４月 累 計

１１回／８６０人 １１回／８６０人

平成24年度　黒潮町（職員地域担当制・学校・保育所）防災活動状況（4月）
日 曜日 時　　間 場　　所 主　　管 内　　容 参加者数 備　　考

11 水 10:40～11:00 佐賀保育所 福祉係 火災・地震の話 83

19 木 入野小学校 入野小学校 避難訓練 168
拳ノ川小学校 拳ノ川小学校 地震避難訓練 35

9:40～10:10 大方中央保育所 福祉係 火災の話 152
23 月 田ノ口小学校 田ノ口小学校 地震避難訓練 79

伊田小学校 伊田小学校 地震津波避難訓練 20
9:20～10:00 大方くじら保育所 福祉係 火事・地震の話 68
9:30～10:20 南部保育所 福祉係 火事・地震・津波の話 40

佐賀小学校 佐賀小学校 地震津波避難訓練 140
上川口小学校 上川口小学校 地震避難訓練 45

27 金 伊与喜小学校 伊与喜小学校 地震津波避難訓練 30
11 回 860 人

20 金

25 水

26 木

合計
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平成24年度　黒潮町（職員地域担当制・学校・保育所）防災活動状況(5月）
日 曜日 時　　間 場　　所 主　　管 内　　容 参加者数 備　　考

10:00～10:30 佐賀保育所 福祉係 地震・津波避難訓練 95

9:30～10:00 大方中央保育所 福祉係 火災避難訓練 160 避難開始:10:00　避難場所着:10:17
南郷小学校 南郷小学校 地震避難訓練 50

9:30～11:00 大方中央保育所 福祉係 地震・津波避難訓練 160 避難開始より10分で全員避難終了
21 月 16:30～18:00 本庁別館2階会議室 田の口分団担当職員 取り組みについての打合せ 14
22 火 9:40～10:00 大方くじら保育所 福祉係 火災避難訓練 64
23 水 10:00～10:20 南部保育所 福祉係 火災避難訓練 39
24 木 17:00～17:40 佐賀庁舎 拳ノ川分団担当（1班）職員 拳ノ川地域担当職員打合せ協議 6 今後の計画や進め方について協議

16:00～17:00 役場別館2F 入野分団担当職員 ワークショップ打合せ 21 地域担当21人
16:30～17:00 本庁舎1階相談室 鞭分団担当職員 第1回会議（打ち合わせ） 7
19:00～21:00 保健福祉センター 入野分団担当職員 地域担当制の説明会 32 地域10人、消防団2人、地域担当20人
16:00～17:00 本庁別館2階会議室 出口分団担当者 担当者打合せ会 8
18:30～20:10 下田の口コミュニティ 田ノ口分団担当職員 下田の口地区及び地域担当・消防団員による打合せ 20 内職員8人・消防2

14:00～17:00 出口集会所 出口分団組
・今後の活動協議
・避難関係箇所現地踏査

8
・地区3名
・担当5名

17:30～19:00 佐賀庁舎 鈴分団担当職員 職員(打合せ) 8
19:00～21:00 有井川集会所 有井川地域防災ＷＧ 地域防災活動の主旨説明会（地区役員会に合流） 18
18:30～20:00 上田の口集会所 田の口分団組 上田の口地区及び地域担当・消防団員による打合せ 17 内職員6人・消防2

19:00～20:15 田村集会所 早咲分団組
早咲地区、田村地区、小川地区、加持本村地区、北郷
地区（本谷、大屋式、大井川）の関係者（区長・3役等）
を集めて説明会

17
＋地域担当（6名）
（消防団長及び分団長含む）

18 回 744 人
29 回 1604 人累計

9 水

17 木

25 金

31 木

29 火

30 水

合計

平成２４年５月 累 計

１８回／７４４人 ２９回／１，６０４人 46

平成２４年６月 累 計

４９回／１，７７６人 ７８回／３，３８０人

平成24年度　黒潮町（職員地域担当制・学校・保育所）防災活動状況（6月）
日 曜日 時　　間 場　　所 主　　管 内　　容 参加者数 備　　考

3 日 7:00～8:00 白浜地区 白浜区長 白浜地区避難訓練 40 　白皇神社へ避難（約40人）

4 月 16:00～17:30 鈴 鈴分団組 現地調査 10 職員5 消防4 区長1
13:00～13:50 本庁舎1階相談室 鞭分団担当職員 第2回会議（打ち合わせ） 6

19:00～21:00 田野浦集会所 田野浦分団組
・地域担当制の概要
・黒潮町地震・津波防災計画の基本的な考え方など 17

8 金 19:00～20:30 鞭集会所 鞭分団担当職員
・黒潮町の防災対策について説明
・避難計画策定について説明
・意見交換

19 9班担当(9名)、各区長(4)、南郷小(3)、消防団(2)、議員(1)

13:20～13:40 拳ノ川小学校 拳ノ川小学校 地震避難訓練 33 校庭に避難
13:30～16:00 佐賀庁舎 鈴分団担当職員 職員研修 7

14:00～17:00 佐賀地区 各所属長
佐賀保育所・佐賀小学校・佐賀中
学校・保護者合同避難訓練

400
防災教育アドバイザー事業
荒神山へ避難、松岡洵教授による講話（14:05地震発生、1分間の揺れ想定、標高68mの裏山へ避難）
1番早い小学生3分20秒。全員到着19分を要する

13 水 10:00～10:30 大方中央保育所 福祉係 地震・津波避難訓練 165
16 土 13:00～15:00 小川集会所及び現地調査 早咲分団組 小川地区の避難場所及び避難路の確認 2 区長及び誠心園施設長、地域担当（4名）

17 日 10:00～11:00
浜町地区
明神地区

浜町区長
明神区長

浜町・明神地区合同避難訓練 150 土佐神社・観音堂へ避難　（約150人）、　黒潮一番館にて非常食の試食

19:00～20:30 小川集会所 早咲分団組 小川地区の避難場所及び避難路の図面確認 7 誠心園施設長+地域担当（5名）
19:00～20:30 緑野集会所 田ノ口分団組 緑野地区及び地域担当・消防団員による打合せ 16 内職員8人・消防2
13:00～15:00 田村集会所及び現地調査 早咲分団組 田村地区の避難場所及び避難路を図面確認を行ったあと、現地調査 4 地域担当（4名）
17:20～17:50 佐賀庁舎 拳ノ川分団担当（1班-1組）職員 拳ノ川地域担当職員（1組）打合せ協議 3 7/27拳ノ川地域防災対策会議事前協議

21 木 10:35～12:40 伊田小学校 伊田小学校 アドバイザーの助言・指導 22 学校防災アドバイザー派遣事業
15:00～16:30 庁舎3階第3会議室 蜷川地区 班員の役割と当面の課題について 6 担当者会議
15:00～16:30 本庁3階第3会議室 蜷川分団担当職員 地震防災の基本的考え・地域担当の取組み・役割分担 6 地域担当者会議
16:30～17:15 大方くじら保育所 上川口分団担当職員 役割分担等班内協議 15
17:30～19:00 佐賀庁舎 佐賀分団担当職員 班別会議（打合せ会：今後の計画や進め方について） 29 佐賀分団（4班全員）（1組、2組、3組）

19:00～21:00 〃 〃 避難場所等の図上調査 9
三浦小学校 三浦小学校 地震避難訓練 66

19:00～20:40 馬荷旧小学校 田の口分団組 馬荷地区及び地域担当・消防団員による打合せ 17 内職員5人・消防2
19:00～21:00 有井川集会所 有井川地区役員会 避難場所等の図上調査 12 図上ルート提案
8:30～12:00 下田の口地区 田の口分団組 下田の口現地確認 20 内職員7人・消防2
13:30～17:00 上田の口地区 田の口分団組 上田の口現地確認 17 内職員7人消防2
15:00～20:00 蜷川生活改善センタ- 蜷川地区 避難経路・避難所の現状確認及び検討会 16 担当者6人・地震対策係2人・地区8人
11:00～12:00 黒潮町役場 有井川地域防災ＷＧ 避難場所等の図上調査 3 図上ルート決定
16:00～17:00 役場別館2Ｆ 入野分団担当職員（11班） ワークショップ打ち合わせ 21
16:00～17:00 役場別館2F 入野分団担当職員 ワークショップ打合せ 21 地域担当21人
19:00～20:40 御坊畑集会所 田の口分団組 説明及びワークショップ 22 内職員7人・消防2
10:30～14:20 南郷小学校 南郷小学校 地域を巻き込んだ炊き出し訓練パート1 90 うち、9班担当(3名)
　　19:00～21:00 錦野集会所 入野分団担当職員（11班） ワークショップ 40 地区23、消防団3、地域担当14
13:30～15:40 南郷小学校 南郷小学校 防災講話 30 学校防災アドバイザー派遣事業,9班担当（8名）
13:30～15:30 緑野現地確認 田の口分団組 避難地・避難路の確認及びワークショップ 10 内職員5人
15:00～15:20 大方くじら保育所 福祉係 地震・津波避難訓練 65
18:30～20:00 橘川集会所 田の口分団組 避難地・避難路の確認及びワークショップ 16 内職員5人・消防団3人
19:00～20:55 拳ノ川小学校 拳ノ川分団組（1班-1組） 拳ノ川地域防災対策会議 19 区長8・消防団3・中村警察署（警備係長）1・拳ノ川駐在1・拳小校長1・町議1・地域担当4

9:00～9:45 本庁舎2階相談室 鞭分団担当職員 第3回会議（打ち合わせ） 8
9:40～10:30 南部保育所 福祉係 地震・津波避難訓練 40
10:00～11:00 会所地区 会所区長 会所地区避難訓練 54 城山（土佐神社）等へ避難
　19:00～21:00 入野本村集会所 入野分団担当職員（11班） ワークショップ 64 野田の坂へ避難

19:00～21:00 田野浦集会所 田野浦分団組
・地域住民全員に呼び掛け、避難道・避難場所の地図上による協議。
・後日の現地調査の資料を全員で協議予定。 20

8:30～12:00 法務局 地域担当職員 地権者の調査 1
19:00～21:00 総合センター大ホール 佐賀分団組 佐賀小学校区防災対策会議　≪避難路・避難場所の見直し等について≫ 32 佐賀分団長・副分団長　（約40人）、各区長（12地区）、自主防災組織、佐賀小・中学校長
19:00～21:00 鈴 鈴分団組 鈴地域防災会議　《避難場所・避難道等の確認・地域要望の集約》 35 参加者:住民28人（鈴地区27人　内消防団員5人、地区外1人※議員）、地域担当者7人
　19:00～21:00 伊田小学校体育館 伊田分団組（5班）・伊田小校長 3地区 40 灘・伊田郷・浦
8:30～17:15 有井川現地 〃 避難場所の実地調査 10 現地ルート等調査
19:00～21:00 出口集会所 出口自主防災組織 ･避難地、避難路の確認及びワークショップ 21 ・地区14名（地区役員・消防団・自主防災組織・三浦小教頭先生）、・町7名

49 回 1,776 人
78 回 3,380 人
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平成２４年７月 累 計

６８回／２，１４８人 １４６回／５，５２８人

平成24年度　黒潮町（職員地域担当制・学校・保育所）防災活動状況（7月）
日 曜日 時　　間 場　　所 主　　管 内　　容 参加者数 備　　考

1 日 08:00～12:00 鞭地区内・鞭集会所 鞭地区・地域担当職員（9班）
避難訓練:弘野、南郷小学校裏山、集会所に避難
防災学習会:南海地震対策係が対応、集会所にて、避難経路の実地確認:部落役員、分団長等

161 避難訓練時間:20分

2 月 16:00～18:00 上川口小学校 上川口分団組 区長・学校・保育所・青少年の家との今後の取り組みについて協議 19
3 火 19:00～21:00 芝集会所 入野分団担当職員（11班） ワークショップ 55 地区42、消防団3、地域担当10

10:00～11:30 入野地域 各所属長 入野・大中・大高・中央保合同避難訓練 700
17:15～17:55 佐賀庁舎 拳ノ川分団担当（1班）職員 拳ノ川地域担当職員打合せ協議 9 6／27の拳ノ川地域防災対策会議の内容報告及び避難場所等の調査方法等について協議
9:00～10:00 本庁舎1階相談室 鞭分団担当職員 第4回会議（打ち合わせ） 3
13:00～16:00 早咲 早咲分団（14班）担当職員 早咲地区の避難場所等の現地調査 8 区長1・部落役員2・地域担当5
19:00～21:00 浜の宮集会所 入野分団担当職員（11班） ワークショップ 27 地区15、消防団3、地域担当9
13:40～15:40 田ノ口小学校 田ノ口小学校 避難訓練(全校生徒）、防災学習会（上級生）、アドバイザーの助言・指導（教職員・教育委員会・地域担当職員） 84 学校防災アドバイザー派遣事業、（学校浦の砂防広場まで）1分～2分
19:00～20:30 口湊川集会所 鞭分団担当職員 口湊川ワークショップ 14 地区5名、分団長、南郷小2名、地区担当5名

7 土 9:00～10:30 小黒ノ川 拳ノ川分団担当（1班）職員 小黒ノ川地区の避難場所等の現地調査 6 区長1・住民4・地域担当1
9:40～9:45 市野瀬 拳ノ川分団担当（1班）職員 市野瀬地区の避難場所等の現地調査実施伝達 18 区長1・住民16・地域担当1
8:30～10:30 浮津集会所・地区内 鞭分団担当職員 浮津ワークショップ 23 地区12名、分団長、南郷小2名、地区担当8名
13:00～16:00 加持本村 早咲分団（14班）担当職員 加持本村地区の避難場所等の現地調査 9 区長1・部落役員2・地域担当6
19:00～20:30 上分集会所 佐賀分団（4班）、Bｸﾞﾙｰﾌﾟ担当職員 上分地区での地区別懇談会（避難場所等の協議) 50 区長1・住民38・消防分団員4・地域担当7
8:30～10:00 荷稲 拳ノ川分団担当（1班）職員 荷稲地区の避難場所等の現地調査 3 区長1・地域担当2
13:00～14:30 中ノ川 拳ノ川分団担当（1班）職員 中ノ川地区の避難場所等の現地調査 4 区長1・部落役員1・地域担当2
16:00～17:15 本庁3F第2会議室 黒潮町 大規模災害時の行政と建設業界の連携について 17 予定（町内建設業者との意見交換）
18:00～19:00 上川口浦集会所 上川口浦集会所 南海地震に関する学習会（部落役員約20名） 20 予定（学習会の後は部落役員会）
19:00～21:00 町民館 入野分団担当職員（11班） ワークショップ 32 地域20、消防団3、地域担当9
19:00～21:00 佐賀町民館（横浜地区） 佐賀分団（4班）、Aｸﾞﾙｰﾌﾟ担当職員 横浜地区での地区別懇談会（避難場所等の協議)、ワークショップ 36 区長1・住民22・消防分団員4・地域担当9
9:30～10:00 佐賀保育所 福祉係 地震・津波避難訓練 83
13:30～15:30 下田の口コミュニティ 下田の口地区 避難地・避難道に関連がある県道バイパス説明会 14 県3人・町1人・地区7人・地域担当3人
13:00～15:00 上川口郷地区 上川口分団担当職員（第7班） 避難道、避難場所確認 9 区長他地区役員4、消防分団3、地域担当2
19:00～21:00 町集会所 入野分団担当職員（11班） ワークショップ 22 地区14、消防団2、地域担当6
19:00～20:45 伊与喜小学校 伊与喜分団組 区長・小学校・消防団・町担当者とで今後の取り組みについて協議。各部落のフィールドワークの日程を決定 20
19:00～21:00 白浜集会所 佐賀分団（4班）、Aｸﾞﾙｰﾌﾟ担当職員 白浜地区での地区別懇談会（避難場所等の協議) 37 区長1・住民28・消防分団員1・地域担当7
14:20～15:20 市野瀬 拳ノ川分団担当（1班）職員 市野瀬地区の避難場所等の現地調査 4 区長1・住民1・地域担当2
19:00～20:30 馬地集会所 佐賀分団（4班）、Bｸﾞﾙｰﾌﾟ担当職員 馬地地区での地区別懇談会（避難場所等の協議) 24 区長1・住民13・消防分団員4・地域担当6
9:00～11:00 橘川集会所 田の口分団組 避難経路の現場確認・避難場所の課題の図面書き込み及びチェックリストの書き込みと要望確認等のまとめ 9 区長1、住民5、地域担当3
13:30～16:00 御坊畑集会所 田の口分団組 避難経路の現場確認・避難場所の課題の図面書き込み及びチェックリストの書き込みと要望確認等のまとめ 9 区長1、住民5、地域担当3
13:30～15:30 拳ノ川 拳ノ川分団担当（1班）職員 拳ノ川地区の避難場所等の現地調査 4 区長1・住民1・地域担当2

14 土 13:00～14:00 佐賀地域 情報防災課 山本博司　参議院議員視察 5 区長1・住民1・地域担当2
13:30～15:30 下田の口コミュニティ 田の口分団組 ワークショップ 15 地区10、消防1、地域担当4
19:00～21:00 総合センター 佐賀分団（4班）、Aｸﾞﾙｰﾌﾟ担当職員 町分・下分・大和田地区での地区別懇談会（避難場所等の協議)　ワークショップ 79 区長3・住民61・消防分団員6・地域担当9
8:40～10:00 川奥 拳ノ川分団担当（1班）職員 川奥地区の避難場所等の現地調査 4 区長1・町議1・地域担当2
9:00～9:30 本庁舎2F相談室 鞭分団担当職員 第5回会議（奥湊川WS打合せ） 5 地域担当5
10:00～10:30 拳ノ川団地 拳ノ川分団担当（1班）職員 拳ノ川団地地区の避難場所等の現地調査 3 区長1・地域担当2
14:30～15:35 佐賀橘川 拳ノ川分団担当（1班）職員 佐賀橘川地区の避難場所等の現地調査 5 区長1・住民2・地域担当2
13:00～17:15 大方地域 議会事務局 観音寺市議会視察 9
19:00～20:30 王無集会所 上川口分団担当職員（第7班） ワークショップ 10 住民10（内消防団員2）・地域担当2
19:00～21:00 坂折集会所 佐賀分団（4班）　Bｸﾞﾙｰﾌﾟ担当職員 坂折地区での地区別懇談会（避難場所等の協議) 51 区長1・住民35・消防分団員5・地域担当10
19:00～21:00 有井川集会所 有井川地区役員会 避難場所・避難経路計画、施設の移転計画の案の提案、協議 20 区長1、副区長1、役員11、地域担当6、県企画員1
19:00～21:00 奥湊川老人憩いの家 鞭分団担当職員 奥湊川ワークショップ 31 住民20、区長1、南郷小3、消防団1、地域担当7
19:00～21:00 漁民研修センター 佐賀分団（4班）　Aｸﾞﾙｰﾌﾟ担当職員 浜町・明神・会所地区での地区別懇談会（避難場所等の協議)　ワークショップ 90 区長3・住民79・消防分団員2・地域担当6
15:00～17:00 錦野地区 入野分団（11班）担当職員 現地確認 13 地区6、地域担当7

19:00～21:00 熊野浦集会所
佐賀分団（4班）
Bｸﾞﾙｰﾌﾟ担当職員

熊野浦地区で地区別懇談会（避難場所等の協議) 28 区長1・住民19・消防分団員2・地域担当6

9:00～16:00 佐賀庁舎・現地 佐賀分団担当職員 佐賀地区避難路・避難場所の取りまとめ、現地調査 9 地域担当9
9:30～10:00 大方くじら保育所 福祉係 火災避難訓練
14:00～15:30 口湊川現地 鞭分団担当職員 現地の危険個所確認 4 区長1、地域担当3
9:30～10:00 南部保育所 福祉係 地震避難訓練 40
13:30～15:30 上川口小学校 上川口小学校 地震避難訓練・講話・教職員検討会 50 学校防災アドバイザー派遣事業
15:00～17:00 王迎地区 上川口分団担当職員（第7班） 避難道・避難場所確認 4 区長・消防分団長・地域担当者2

佐賀庁舎3F 情報防災課 地域担当制各地域代表者会 14 9月2日一斉防災訓練について
13:30～14:30 浮津集会所 鞭分団担当職員 ワークショップ報告 4 区長1、地域担当3
19:00～21:00 下田の口コミュニティ 田の口分団組 避難路、避難場所等の地区要望・意見のまとめ 20 区長1、住民9、地域担当6、消防4
15:00～16:30 本庁3階第3会議室 蜷川分団担当職員 地区防災取組み検討・防災訓練・自主防規約の検討 4 地域担当者会議
19:00～21:00 蜷川生活改善センター 蜷川地区 自主防のあり方・避難経路、避難所の課題について 16 担当者6人・地震対策係2人・地区7人

29 日
三重・和歌山・徳島
・高知県内

各県及び参加市町村 4県合同情報収集・伝達訓練 1 担当者レベルの対応

8:30～9:30 本庁2F相談室 鞭分団担当職員 黒潮町総合防災訓練のための事前会議の打合せ 7 地域担当7
9:00～10:20 馬荷[福堂）集会所 田の口分団組 避難経路の現場確認・避難場所の課題の図面書き込み及びチェックリストの書き込みと要望確認等のまとめ 9 区長1、住民2、地域担当4
13:30～16:00 芝地区 入野分団（11班）担当職員 現地確認 11 地区6、地域担当5
17:30～18:10 佐賀庁舎 拳ノ川分団担当（1班）職員 拳ノ川地域担当職員打合せ協議 5 第2回拳ノ川地域防災対策会議及び9／2防災訓練等について協議
19:00～20:30 上田の口集会所 田の口分団組 避難路、避難箇所等の地区要望・意見まとめ 15 区長1、住民7、地域担当5、しらゆり（施設）2
8:30～9:30 鞭現地（道の駅周辺） 鞭分団担当職員 国道沿い歩道の確認 2 地域担当2
13:30 ～15:00 出口集会所 出口自主防災組織 9月2日防災訓練打合せ協議 3
15:00～17:00 入野本村地区 入野分団（11班）担当職員 現地確認 25 地区19、地域担当6
16:00～17:00 奥湊川現地 鞭分団担当職員 現地の危険個所確認 4 区長1、地域担当3

68 回 2,148 人
146 回 5,528 人

4 水

5

9 月

木

日

金6

8

木

金13

12

10 火

合計

火17

19 木

20

18 水

木26

火

金

27 金

月

31 火

年度累計

25 水

30

11 水

23 月

24
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平成２４年８月 累 計

１７回／２４５人 １６３回／５，７７３人

平成24年度　黒潮町（職員地域担当制・学校・保育所）防災活動状況（8月）
日 曜日 時　　間 場　　所 主　　管 内　　容 参加者数 備　　考

1 水

2 木
3 金 15:00～17:00 浜の宮地区 入野分団担当職員（第11班） 現地確認 18 地区13、地域担当5
4 土
5 日

15:30～17:00 鈴（漁協） 鈴地区地域担当者 9/2防災訓練の独自訓練実施協議 11 区長・消防団4・地域担当者6
19:00～20:00 鞭集会所 鞭分団担当職員（第9班） 鞭分団会議（防災訓練打合せ） 17 区長4、南郷小3、分団長1、担当9
10:00～12:00 保健福祉センター大ホール 黒潮町議会 高知大学　岡村真教授（中央防災会議有識者）　講演 20 職員も希望者参加可能
15:00～17:00 町地区 入野分団担当職員（第11班） 現地確認 17 地区12、地域担当5
14:00～17:00 上川口浦地区 上川口分団担当職員（第7班） 避難場所、避難道、避難経路確認 6 区長・副区長・消防分団長・地域担当者3
15:00～17:00 万行地区 入野分団担当職員（第11班） 現地確認 9 地区2、地域担当7

10:00～12:00

意見交換会:保健福祉セン
ター健康研修室
現地視察:入野地区
地元意見交換:上川口郷地
区

高知県議会 高知県議会震災特別委員会の視察・意見交換・ヒアリング 19
県議会:13人
黒潮町6人

10:00～12:00 大方地域 議会事務局 高知県議会震災特別委員会視察 19
高知県議会13人
黒潮町6人

15:00～17:00 白浜地区 佐賀分団担当職員
NHK取材（白浜地区避難路・避難場所現地調査、意見交
換）

17 区長1、住民11、地域担当5

19:00～20:35
拳ノ川小学校
2階会議室

拳ノ川分団組（1班）

第2回拳ノ川地域防災対策会議
　・9月2日防災訓練について
　・各地区の訓練内容について
　・避難場所等の調査結果について
　・意見交換
　・その他

18
区長5・消防団2・拳ノ川駐在1・拳小校長1・
町議1・地域担当8

17 金 19:30～21:00 蜷川生活改善センター 蜷川地区 防災訓練について打ち合わせ 12 担当者2人・地区4人

22 水 17:15～17:50 佐賀庁舎 拳ノ川分団担当（1班）職員 拳ノ川地域担当職員打合せ協議 4
第2回拳ノ川地域防災対策会議の報告及
び9／2防災訓練等について協議

16:00～17:00 鈴（漁協） 鈴地区地域担当者 9/2防災訓練の最終打合せ 7 区長・消防団4・地域担当者2

19:00～20:30 出口集会所 出口自主防災組織 9月2日防災訓練について協議 34
出口自主防災組織(出口消防団・防災組
織・保育士・地域担当職員）による協議

15:00～16:30 本庁3階第3会議室 蜷川分団担当職員 防災訓練について 5 地域担当者会議
19:00～21:20 蜷川生活改善センター   蜷川自主防組織 防災訓練について 12 担当者5人・地震対策係2人・地区5人

17 回 245 人
163 回 5773 人

水

6 月

7 火

年度累計

9 木

23 木

31 金

合計

8



49

平成２４年９月 累 計

５回／４，１９１人 １６８回／９，９６４人

平成24年度　黒潮町（職員地域担当制・学校・保育所）防災活動状況（9月）
日 曜日 時　　間 場　　所 主　　管 内　　容 参加者数 備　　考

1 土

2 日 8:00～12:00 黒潮町内全域 黒潮町 県下一斉避難訓練 4,073
※参加者は町職員・消防団を除く
高知県一斉は9:00開始

3 月
4 火
5 水
6 木
7 金
8 土
9 日
10 月
11 火
12 水 黒潮町内全域 国 J-ARERT試験
13 木
14 金
15 土
16 日
17 月
18 火
19 水
20 木

21 金 10:00～12:00 早咲集会所
情報防災課・早咲分
団地域担当

早咲地区への避難タワーの設置について 12 町長、情報防災課4、地域担当3、部落役員4

22 土
23 日
24 月 10:00～11:30 浜の宮地区 情報防災課 避難タワーワークショップ 11 地区5、行政4、地域担当2
25 火
26 水
27 木
28 火 19:00～21:00 万行地区 情報防災課 避難タワーワークショップ 18 地区12、行政4、地域担当2
29 土

30 日 9:00～10:00 蜷川生活改善センター 蜷川自主防組織 蜷川自主防組織規約改正の臨時総会 77
地区73（内、27委任）・情報防災課2・地域担
当2

5 回 4,191 人
168 回 9,964 人

合計
年度累計

50

平成２４年１０月 累 計

２０回／７３５人 １８８回／１０，６９９人

平成24年度　黒潮町（職員地域担当制・学校・保育所）防災活動状況（10月）
日 曜日 時　　間 場　　所 主　　管 内　　容 参加者数 備　　考

1 月

2 火
3 水

11:45～14:00 保健福祉センター2F大ホール 黒潮町 衆議院国土交通委員視察 74 委員10名、町50名、国関係者14名
19:00～20:00 蜷川生活改善センター 蜷川自主防 今後の自主防活動・自主防災用品の調達 10 自主防6・情報防災課2・地域担当2

5 金 16:30～17:10 こぶしの里 高知新聞社 高知新聞社職員対象に黒潮町の防災対策を説明 20 高知新聞社関係
6 土
7 日
8 月
9 火

13:30～15:00 保健福祉センター2F大ホール 黒潮町 千葉県白子町議会防災視察研修 20 白子町14人、黒潮町6人
19:00～21:00 保健福祉センター2F大ホール 黒潮町 入野分団管轄地域防災地区別懇談会 61 町関係者18人・その他43人
10:30～12:00 保健福祉センター2F大ホール 黒潮町 秋田県議会議員防災視察研修 14 秋田県議5人、町議会4人、黒潮町5人
19:00～21:00 佐賀町民館 黒潮町 避難タワー建設検討会 20 地域住民15人、町5人

12 金
13 土 18:00～19:30 有井川集会所 黒潮町 有井川分団管轄地域防災地区別懇談会 39 町関係者8人・その他31人
14 日

15 月 19:00～21:00 伊与喜小学校体育館 黒潮町 伊与喜分団管轄地域防災地区別懇談会 35
町長・情報防災課長・地域担当8人・消防団1人・学校2
人・地域住民参加22人

16 火 13:00～17:15 保健福祉センター2F大ホール 黒潮町 宮城県議会防災意見交換会 15
宮城県議員5人、高知県議員1名、黒潮町議員4人、黒
潮町5人

17 水 19:00～21:00 拳ノ川小学校 黒潮町 拳ノ川分団管轄地域防災地区別懇談会 25 町関係者7人・その他18人
18 木
19 金 19:00～21:00 田野浦集会所 黒潮町 田野浦分団管轄地域防災地区別懇談会 62 町関係者・12人・その他50人
20 土
21 日
22 月 19:00～21:00 出口集会所 黒潮町 出口分団管轄地域防災地区別懇談会 55 町関係者9人・その他46人

13:30～17:15 保健福祉センター2F大ホール 黒潮町 区長会 61
19:00～21:00 黒潮町総合センター 黒潮町 佐賀分団管轄地域防災地区別懇談会・避難タワー検討会 62 町関係者14人・その他48人

24 水 11:00～14:00
佐賀庁舎3F・佐賀地
域内

内閣府 下地防災大臣視察調査 28
内閣府3人、国交省1人、高知県議会2人、黒潮町12
人、日本郵便10人

25 木
26 金
27 土
28 日
29 月 9:30～10:30 保健福祉センター2F健康研修室 黒潮町 松茂町自主防災組織視察研修 32 松茂町27人、黒潮町5人

9:00～10:30 佐賀庁舎3F 黒潮町 執行機関会議兼南海地震対策推進会議 16

18:00～20:30 田ノ口小学校 黒潮町 田ノ口分団管轄地域防災地区別懇談会 56
町長・情報防災課長・地域担当14人・消防団6人・　　　　　　地域住民

参加34人

31 水 19:00～21:00 鞭集会所 黒潮町 鞭分団管轄地域防災地区別懇談会 30
町長・副町長・情報防災課長・地域担当職員・南郷小
学校教員・地域住民15名

20 回 735 人
188 回 10699 人年度累計

4 木

30 火

23 火

10 水

11 木

合計

51

平成２４年１１月 累 計

１４回／１，２９６人 ２０２回／１１，９９５人

平成24年度　黒潮町（職員地域担当制・学校・保育所）防災活動状況（11月）
日 曜日 時　　間 場　　所 主　　管 内　　容 参加者数 備　　考

1 木

2 金 18:00～19:00 保健福祉センター 黒潮町PTA連合会 気仙沼市教育長講演会 95
3 土
4 日 9:00～12:00 幡多青少年の家 黒潮町 地域防災サポータ研修（第1講座） 30
5 月 19:00～21:00 早咲集会所 黒潮町 早咲分団管轄地域防災地区別懇談会 24 町関係者7人
6 火 19:00～21:00 蜷川生活改善センター 黒潮町 蜷川分団管轄地域防災地区別懇談会 35 町関係者7人・その他28人
7 水
8 木
9 金
10 土 9:00～17:00 土佐西南大規模公園 黒潮町共催 子ども防災フェスティバル 700 約700名の参加
11 日
12 月 19:00～21:00 鈴漁民センター 黒潮町 鈴分団管轄地域防災地区別懇談会 31 町関係者9人・その他22人
13 火 19:00～21:00 伊田小学校 黒潮町 伊田分団管轄地域防災地区別懇談会 29 町関係者8人・その他21人
14 水
15 木 19:00～21:00 上川口小学校 黒潮町 上川口分団管轄地域防災地区別懇談会 72 町関係者11人・その他61人

19:30～ 佐賀保育所 佐賀保育所 佐賀保育所防災マニュアル説明会 83
16 金
17 土 9:00～12:00 保健福祉センター 黒潮町 地域防災サポータ研修（第2講座） 10
18 日 9:00～12:00 保健福祉センター 黒潮町 地域防災サポータ研修（第2講座） 16
19 月
20 火 16:00～18:00 浜の宮集会所 浜の宮 浜の宮部落要望事項について 16 町関係者5人・その他11人
21 水
22 木 19:30～21:00 大方あかつき館 黒潮町 町民大学（防災） 72

23 金 15:00～18:00 四万十市防災センター
幡多地区自主防災会
連絡協議会

設立総会 83

24 土
25 日
26 月
27 火
28 水
29 木
30 金

14 回 1,296 人
202 回 11,995 人

合計
年度累計

52

平成２４年１２月 累 計

１４回／３１５人 ２１６回／１２，３１０人

平成24年度　黒潮町（職員地域担当制・学校・保育所）防災活動状況（12月）
日 曜日 時　　間 場　　所 主　　管 内　　容 参加者数 備　　考

12:30～17:00 四万十市中央公民館 高知県 自主防災組織リーダー研修 16

12:40～17:15 町内 国土交通省四国地方整備局 DIGファシﾘﾃｰﾀ研修の事前調査 38 参加者38人
9:00～16:30 町内 国土交通省四国地方整備局 DIGファシﾘﾃｰﾀ研修の事前調査 38 参加者38人
10:00～16:00 四万十市中央公民館 高知県 自主防災組織リーダー研修 14

3 月 10:15 全国 総務省 緊急地震速報伝達訓練
4 火 13:～17:15 町内 国土交通省 国土交通省五道海岸室長黒潮町視察 22 国交省8人、高知県4人、黒潮町10人
5 水
6 木 9:00～11:00 佐賀地域 漁港漁場新技術研究会 地震津波対策黒潮町視察 15 新技術研究会11人、黒潮町4人
7 金
8 土
9 日 10:00～15:00 幡多青少年の家 黒潮町 地域防災サポーター養成講座 26
10 月
11 火 13:00～13:30 黒潮町役場 国土交通省四国地方整備局 黒潮町視察 3
12 水
13 木
14 金
15 土
16 日
17 月
18 火
19 水 19:00～21:00 町集会所 黒潮町 津波避難タワー町地区第2回ワークショップ 20

10:30～12:00 黒潮町保健福祉センター 浜松市 浜松市議会の黒潮町視察 17 浜松市議会議員11人、町6人
18:30～20:00 浜の宮集会所 黒潮町 津波避難タワー町地区第2回ワークショップ 17

21 金 13:30～20:30 黒潮町総合センター 黒潮町 区長会 77 区長61、黒潮町16
22 土
23 日
24 月
25 火

26 水 9:00～12:00 防災対策会議室 黒潮町
第2次黒潮町地震・津波防災計画の基本的な考え
方についての検討会

12

27 木
28 金
29 土
30 日
31 月

14 回 315 人
216 回 12310 人年度累計

1

2

土

日

20 木

合計

53

平成２５年１月 累 計

１８回／６７９人 ２３４回／１２，９８９人 【参考】平成２５年８月末人口＝１２，４８８人

平成24年度　黒潮町（職員地域担当制・学校・保育所）防災活動状況（1月）
日 曜日 時　　間 場　　所 主　　管 内　　容 参加者数 備　　考

1 火

2 水
3 木
4 金
5 土
6 日 8:30～12:00 町内 黒潮町 出初め式 290
7 月
8 火
9 水
10 木

11 金 18:30～20:00 保健福祉センター 黒潮町
農業災害対策基本計画ワークショップ（入野北ブロック/芝・入野本村・錦
野）

14 地域住民14人

12 土 12:30～15:00 旧伊田保育所前R56 伊田少年消防クラブ 街頭啓発活動 27 子ども15人、消防団員10人、町職員2人
13 日 15:00～16:30 早咲集会所 黒潮町 津波避難タワー早咲地区第2回ワークショップ 37
14 月
15 火 18:30～20:00 南部農協 黒潮町 農業災害対策基本計画ワークショップ（出口・田野浦ブロック） 10 地域住民10人

13:30～17:15 防災対策会議室 黒潮町 第2次黒潮町地震・津波防災計画の基本的な考え方についての検討会 12
18:30～20:00 南部農協 黒潮町 農業災害対策基本計画ワークショップ（入野南ブロック/万行・町・浜の宮） 12 地域住民12人
未定 佐賀小学校 河北新聞社 2月4日防災ワークショップ打ち合わせ 10

18:30～20:00 早咲集会所 黒潮町
農業災害対策基本計画ワークショップ（早咲分団ブロック/早咲・田村・加持
本村・小川）

16 地域住民16人

18 金 8:30～17:15 町内 高知県議会 高知県議会議長の黒潮町内視察 4
19 土
20 日
21 月

22 火 18:30～20:00 下田の口集会所 黒潮町
農業災害対策基本計画ワークショップ（田の口分団ブロック/上田の口・緑
野・下田の口）

14 地域住民14人

23 水 19:00～21:00 大方町民館 黒潮町 津波避難タワー万行地区第2回ワークショップ 16
地域住民11人、情報防災課3人、地域担当2
人

24 木 13:30～17:15 出口集会所
高知県・黒潮町・出
口地区

高知県・黒潮町・出口地区第1回高台移転勉強会 30

25 金 13:30～17:00 南郷小学校 教委・学校教育係 実践的防災教育推進事業　防災教育研究発表会 126
児童生徒38人,教職員12人,PTA31人,学校関
係45人

26 土
27 日 午前・午後 町内 神奈川大学土木学会 黒潮町内調査（友永対応） 13 神奈川大学12人、黒潮町1人
28 月
29 火 19:00～21:00 佐賀町民館 黒潮町 津波避難タワー横浜地区第2回ワークショップ 20
30 水 13:30～17:00 防災対策室 黒潮町 防災対策会議 12
31 木 8:30～12:00 健康研修室 黒潮町 執行機関会議兼南海地震対策推進会議 16

18 回 679 人
234 回 12989 人年度累計

17 木

16 水

合計
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平成２５年２月 累 計

２０回／６３０人 ２５４回／１３，６１９人

平成24年度　黒潮町（職員地域担当制・学校・保育所）防災活動状況（2月）
日 曜日 時　　間 場　　所 主　　管 内　　容 参加者数 備　　考

1 金

2 土
3 日
4 月 9:30～11:20 佐賀小学校 河北新聞社 東日本大震災から高知は学ぶ防災ワークショップ 200 佐賀小120人,佐賀中50人,教職員30人
5 火
6 水 9:30～11:00 健康研修室 健康福祉課 第1回福祉避難所協議会立ち上げ連絡会 21
7 木
8 金
9 土 13:00～17:00 高知会館 自治研 東日本大震災から高知は学ぶシンポジューム 10
10 日
11 月
12 火 13:30～15:30 健康研修室 健康福祉課 第2回福祉避難所協議会立ち上げ連絡会 21
13 水 13:00～15:00 議員控室 愛知県議会 愛知県議会議員視察 10 愛知県議会4人、黒潮町議会4人、町2人

14 木 13:30～15:30 上川口浦集会所
高知大学・上川口浦自
主防災会

高知大学生上川口浦地区防災ワークショップ報告会 38

15 金 13:00～17:15 健康研修室 美波町 徳島県美波町視察 10 美波町7人、町3人
16 土
17 日
18 月 10:30～12:00 黒潮町保健福祉センター 黒潮町婦人大会 黒潮町婦人会防災講演会 72
19 火 10:30～12:00 黒潮町保健福祉センター 野市町女性防火クラブ 野市町女性防火クラブ視察 55
20 水
21 木
22 金 13:00～15:00 応接室 四国財務省 四国財務省視察 4
23 土 13:30～16:30 大方町民館 ＮＨＫ 万行地区防災講座 76 役場関係12人、住民64人
24 日

18:30～20:00 黒潮町保健福祉センター 農業振興課 入野分団南地区（万行部落・町部落・浜の宮部落） 9
9:00～10:30 2Ｆ相談室 東北学院大学 東北学院大学視察 3

26 火 18:30～20:00 下田の口集会所 農業振興課 田の口分団地区（上田の口部落・緑野部落・下田の口部落） 16
16:00～16:00 佐賀庁舎3Ｆ 岩手日報 佐賀漁協女性部防災活動取材 3

17:30～18:30 健康研修室 南海地震対策係
11班（入野分団管轄区）地域担当職員＆津波避難行動調査指
導員打合せ会

24 情報防災課3人、地域担当職員21人

18:30～20:00 浜の宮集会所
浜の宮防災会・南海地
震対策係

浜の宮班別懇談会の打合せ会 21
地域12人、情報防災課3人、地域担当職員
3人、調査指導員4人

9:00～11:00 2Ｆ相談室 岩手日報 黒潮町防災取材 1

17:30～18:30 佐賀庁舎3Ｆ 南海地震対策係
4班（佐賀分団管轄区）地域担当職員＆津波避難行動調査指
導員打合せ会

21 情報防災課1人、地域担当職員20人

18:30～20:00 早咲集会所 農業振興課
早咲分団地区（早咲部落・田村部落・加持本村部落・小川部
落）

15

20 回 630 人
254 回 13619 人年度累計

25 月

27 水

28 木

合計
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平成２５年３月 累 計

３０回／４９２人 ２８４回／１４，１１１人

平成24年度　黒潮町（職員地域担当制・学校・保育所）防災活動状況（3月）
日 曜日 時　　間 場　　所 主　　管 内　　容 参加者数 備　　考

13:30～17:00 町内
東京工科大学、JVCケンウッド、日
本アンテナ、情報防災課

エリアワンセグ放送を入野周辺を対象に実施 30

15:00～17:00 健康研修室 情報防災課 第8回黒潮町消防署庁舎移転建設検討委員会 18
18:30～20:00 保健福祉センター 農業振興課 入野分団北地区（芝部落・入野本村部落・錦野部落） 14

2 土 9:00～15:00 町内
東京工科大学、JVCケンウッド、日
本アンテナ、情報防災課

エリアワンセグ放送を入野周辺を対象に実施 20

3 日
4 月 18:30～20:00 南部農協 農業振興課 出口・田野浦分団地区（出口部落・田野浦部落） 12
5 火

10:00～12:00 大方町民館 大方町民館 万行デイサービス防災講和 46 地域住民46人
13:30～15:00 2Ｆ相談室＆応接室 宿毛市議会 宿毛市義視察研修 6 市議6名（浦尻氏他5名）
18:00～19:40 白浜集会所 南海地震対策係 1班～3班共通（ワークショップ） 35 地域住民29人、町職員6人,高知新聞社1

7 木 17:15～18:30 本庁別館防災対策室 南海地震対策係
10班（早咲分団管轄区）地域担当職員＆津波避難行動調査指導員
打合せ会

11

8 金 19:00～21:00 漁民センター 南海地震対策係、明神地区 明神地区班別懇談会の打合せ会 15 地域8人、町職員7、公明新聞社1
9 土
10 日
11 月

18:00～20:00 浜の宮集会所 南海地震対策係 浜の宮1班（班別ワークショップ） 20 地域13人,地域担当2人,指導員4人,情報防災課1
13:00～17:00 防災対策室 財務省・総務省 財務省・総務省視察 16 財務省3人、総務省2人、高知県2人、町9人

13 水 18:00～20:00 浜の宮集会所 南海地震対策係 浜の宮2班（班別ワークショップ） 20 地域13人,地域担当2人,指導員4人,情報防災課1
14 木 18:00～20:00 浜の宮集会所 南海地震対策係 浜の宮3班（班別ワークショップ） 17 地域10人,地域担当2人,指導員4人,情報防災課1
15 金 19:00～21:00 早咲集会所 南海地震対策係＆早咲地区 早咲地区班別懇談会の打合せ会 25 地域18人、地域担当2人、指導員4人、情報防災課1人
16 土
17 日
18 月 18:00～20:00 浜の宮集会所 南海地震対策係 浜の宮4班（班別ワークショップ） 19 地域住民11人、地域担当2人、指導員4人、情報防災課1人
19 火 18:00～20:00 浜の宮集会所 南海地震対策係 浜の宮5班（班別ワークショップ） 22 地域住民15人、地域担当2人、指導員4人、情報防災課1人
20 水

21 木 18:00～20:00 浜の宮集会所 南海地震対策係 浜の宮6班（班別ワークショップ） 27
地域住民16人、地域担当3人、指導員4人、情報防災課1人、京都大
学2人、共同通信社1人

22 金
23 土
24 日

9:00～12:00 健康研修室 黒潮町 執行機関会議兼南海地震対策推進会議 16
19:00～21:00 佐賀漁民センター 南海地震対策係 明神アパート2班（班別ワークショップ） 10 地域住民7人、地域担当1人、指導員2人
19:00～21:00 早咲集会所 南海地震対策係 早咲1班（班別ワークショップ） 19 地域住民14人、地域担当3人、指導員2人
9:30～12:00 健康研修室 健康福祉課 第1回福祉避難所協議会 20
14:00～16:00 国・県・町連絡会 庁舎建設係 第2回国・県・町連絡会 15
19:00～21:00 佐賀漁民センター 南海地震対策係 明神アパート3班（班別ワークショップ） 14 地域住民9人、地域担当3人、指導員2人
19:00～21:00 早咲集会所 南海地震対策係 早咲2班（班別ワークショップ） 14 地域住民9人、地域担当3人、指導員2人
19:00～21:00 佐賀漁民センター 南海地震対策係 明神東班（班別ワークショップ） 葬儀のため中止(4月1日・2日のどちらかへ参加）
19:00～21:00 早咲集会所 南海地震対策係 早咲3班（班別ワークショップ） 14 地域住民9人、地域担当3人、指導員2人

28 木 19:00～21:00 早咲集会所 南海地震対策係 早咲4班（班別ワークショップ） 13 地域住民8人、地域担当3人、指導員2人
19:00～21:00 佐賀漁民センター 南海地震対策係 明神西班（班別ワークショップ） 18 地域住民13人、地域担当3人、指導員2人
19:00～21:00 早咲集会所 南海地震対策係 早咲5班（班別ワークショップ） 14 地域住民9人、地域担当3人、指導員2人

30 土
31 日

30 回 492 人
284 回 14111 人

合計

金

27 水

29

25 月

年度累計

1 金

6 水

26 火

12 火
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平成２５年４月 累 計

３０回／８１５人 ３１４回／１４，９２６人

平成25年度　黒潮町（職員地域担当制・学校・保育所）防災活動状況（4月）

日 曜日 時　　間 場　　所 主　　管 内　　容 参加者数 備　　考

19:00～21:00 佐賀漁民センター 南海地震対策係 明神北班・中班・東班（班別ワークショップ） 15 地域住民12人、地域担当1人、指導員2人

19:00～21:00 早咲集会所 南海地震対策係 早咲6班（班別ワークショップ） 17 地域住民14人、地域担当1人、指導員2人
19:00～21:00 佐賀漁民センター 南海地震対策係 明神アパート1班・中班・東班（班別ワークショップ） 16 地域住民13人、地域担当1人、指導員2人
19:00～21:00 早咲集会所 南海地震対策係 早咲7班（班別ワークショップ） 16 地域住民13人、地域担当1人、指導員2人
19:00～21:00 早咲集会所 南海地震対策係 早咲8班（班別ワークショップ） 16 地域住民13人、地域担当1人、指導員2人
19:00～21:00 佐賀漁民センター 南海地震対策係 明神東・中班（班別ワークショップ） 29 地域住民26人、地域担当1人、指導員2人

4 木 19:00～21:00 早咲集会所 南海地震対策係 早咲9班（班別ワークショップ） 16 地域住民13人、地域担当1人、指導員2人
5 金 19:00～21:00 早咲集会所 南海地震対策係 早咲10班（班別ワークショップ） 15 地域住民12人、地域担当1人、指導員2人
6 土
7 日 19:00～21:00 佐賀地区 漁協女性部 漁協女性部夜間避難訓練 61 地域住民51人、町職員10人
8 月 指導員休暇日

19:00～21:00 早咲集会所 南海地震対策係 早咲11班（班別ワークショップ） 12 地域住民9人、地域担当1人、指導員2人
19:00～21:00 漁民センター 南海地震対策係 会所1班（班別ワークショップ） 15 地域住民12人、地域担当1人、指導員2人
19:00～21:00 早咲集会所 南海地震対策係 早咲12班（班別ワークショップ） 14 地域住民11人、地域担当1人、指導員2人
19:00～21:00 漁民センター 南海地震対策係 会所2班（班別ワークショップ） 15 地域住民12人、地域担当1人、指導員2人
19:00～21:00 早咲集会所 南海地震対策係 早咲13班（班別ワークショップ） 16 地域住民13人、地域担当1人、指導員2人
19:00～21:00 漁民センター 南海地震対策係 会所3班（班別ワークショップ） 22 地域住民19人、地域担当1人、指導員2人
19:00～21:00 早咲集会所 南海地震対策係 早咲14班（班別ワークショップ） 12 地域住民9人、地域担当1人、指導員2人
19:00～21:00 漁民センター 南海地震対策係 会所4班（班別ワークショップ） 14 地域住民11人、地域担当1人、指導員2人

13 土
14 日

19:00～21:00 早咲集会所 南海地震対策係 早咲15班（班別ワークショップ） 11 地域住民8人、地域担当1人、指導員2人
19:00～21:00 漁民センター 南海地震対策係 会所5班（班別ワークショップ） 14 地域住民11人、地域担当1人、指導員2人

16 火 19:00～21:00 早咲集会所 南海地震対策係 早咲16班（班別ワークショップ） 10 地域住民8人、地域担当0人、指導員2人
17 水 19:00～21:00 早咲集会所 南海地震対策係 早咲17・18班（班別ワークショップ） 9 地域住民6人、地域担当1人、指導員2人
18 木
19 金 19:00～21:00 大和田集会所 南海地震対策係 大和田1・2班（班別ワークショップ） 32 地域住民29人、地域担当1人、指導員2人

20 土 19:00～20:00 明神地区（観音堂） 情報防災課ほか
観音堂への夜間避難訓練（畜光式誘導標識の実証実験を
兼ねる

124 地域住民100人、町職員24人

21 日
9:00～15:00 佐賀庁舎3Ｆ 総務課 防災地域担当職員研修 100 町職員
19:00～21:00 入野本村集会所 南海地震対策係 入野本村地区班長事前打合せ会 21 地域住民17人、地域担当2人、指導員2人

23 火 10:30～19:30 保健福祉センター2Ｆ 総務課 防災地域担当職員研修 100 町職員
24 水 19:00～21:00 佐賀中学校内コミュニティホール 南海地震対策係 大和田3・4・5班（班別ワークショップ） 21 地域住民18人、地域担当1人、指導員2人
25 木

14:00～16:00 黒潮町総合センター 南海地震対策係 町分2班（班別ワークショップ） 8 地域住民4人、地域担当1人、指導員3人
19:00～21:00 町集会所 南海地震対策係 町（4班合同）（班別ワークショップ） 36 地域住民26人、地域担当8人、指導員2人

27 土
28 日
29 月
30 火 19:00～21:00 黒潮町総合センター 南海地震対策係 町分3班（班別ワークショップ） 8 地域住民5人、地域担当1人、指導員2人

30 回 815 人　
30 回 815 人
314 回 14926 人

木

26 金

12

年度累計
H24年度からの累計

1 月

2 火

3

22 月

合計

水

9 火

金

15 月

10 水

11

57

平成２５年５月 累 計

２８回／１，１７７人 ３４２回／１６，１０３人

黒潮町（職員地域担当制・学校・保育所）防災活動状況(5月）
日 曜日 時　　間 場　　所 主　　管 内　　容 参加者数 備　　考

1 水

2 木 18:30～20:30 黒潮町総合センター 南海地震対策係 町分地区8班(班別ワークショップ） 11 地域住民8人、地域担当1人、指導員2人
3 金
4 土
5 日
6 月

18:30～20:30 戸田先生宅 南海地震対策係 町分地区7班(班別ワークショップ） 13 地域住民10人、地域担当1人、指導員2人
19:00～21:00 入野本村集会所 南海地震対策係 入野本村地区1・2班(班別ワークショップ） 21 地域住民17人、地域担当2人、指導員2人
19:00～21:00 黒潮町総合センター 南海地震対策係 町分地区6班(班別ワークショップ） 13 地域住民9人、地域担当2人、指導員2人
19:00～21:00 入野本村集会所 南海地震対策係 入野本村地区3Ａ・3Ｂ班(班別ワークショップ） 13 地域住民9人、地域担当2人、指導員2人
14:00～16:00 黒潮町総合センター 南海地震対策係 町分地区4班(班別ワークショップ） 12 地域住民9人、地域担当1人、指導員2人
19:00～21:00 入野本村集会所 南海地震対策係 入野本村地区4Ａ・4Ｂ班(班別ワークショップ） 18 地域住民14人、地域担当2人、指導員2人
19:00～21:00 土居博文宅 南海地震対策係 町分地区5班(班別ワークショップ） 11 地域住民7人、地域担当2人、指導員2人
19:00～20:30 芝集会所 南海地震対策係 芝地区班長事前打合せ会 14 地域住民10人、係長、地域担当1人、指導員2人

11 土
12 日

15:00～17:00 黒潮町総合センター 南海地震対策係 町分地区1班(班別ワークショップ） 8 地域住民4人、地域担当2人、指導員2人
19:00～21:00 入野本村集会所 南海地震対策係 入野本村地区5・6班(班別ワークショップ） 23 地域住民19人、地域担当2人、指導員2人

14 火 19:00～21:00 入野本村集会所 南海地震対策係 入野本村地区7・8班(班別ワークショップ） 17 地域住民13人、地域担当2人、指導員2人
15 水

13:30～15:00 議場 情報防災課 被害想定報告会（議員・執行部） 31 議員16人、町職員15人
17:00～18:30 保健福祉センター2Ｆ 消防防災係 被害想定報告会 35 消防団員30人、町職員5人
19:00～21:00 入野本村集会所 南海地震対策係 入野本村地区9班(班別ワークショップ） 11 地域住民7人、地域担当2人、指導員2人
19:00～21:00 黒潮町総合センター 南海地震対策係 下分1班（班別ワークショップ） 8 地域住民4人、地域担当2人、指導員2人
19:00～21:00 入野本村集会所 南海地震対策係 入野本村地区10班(班別ワークショップ） 19 地域住民15人、地域担当2人、指導員2人

18 土
19 日

15:00～17:00 黒潮消防署 黒潮消防署 黒潮町南海地震・津波防災計画の基本的な考え方について 15 消防職員10人、町職員5人
　19:00～21:00 黒潮町総合センター 南海地震対策係 下分2班（班別ワークショップ） 12 地域住民8人、地域担当2人、指導員2人
　19:00～21:00 入野本村集会所 南海地震対策係 入野本村地区11班(班別ワークショップ） 12 地域住民8人、地域担当2人、指導員2人
15:00～17:00 大方庁舎別館2Ｆ防災センター 黒潮消防署 黒潮町南海地震・津波防災計画の基本的な考え方について 12 消防職員9人、町職員3人
　19:00～21:00 黒潮町総合センター 南海地震対策係 下分3班（班別ワークショップ） 15 地域住民11人、地域担当1人、指導員2人、毎日新聞記者1人
9:00～9:30 大方庁舎別館2Ｆ防災センター 南海地震対策係 田の口分団事前打合せ会 10 地域担当 7人、情報防災係長、指導員2人

　19:00～21:00 池本宅 南海地震対策係 下分4班（班別ワークショップ） 15 地域住民12人、地域担当1人、指導員2人
23 木

10:00～11:00
大方中央保育園・入野小学校・大
方中学校・大方高校

大方中央保育園・入野小学校・
大方中学校・大方高校

保・小・中・高合同避難訓練 706
園児134人、児童151人、中学生191人、大方高校130人、教員
100人

13:30～17:00 保健福祉センター2Ｆ 総務課 区長会（被害想定説明） 76 区長61人、町職員15人
25 土
26 日
27 月
28 火 9:00～12:00 佐賀庁舎3F 総務課・情報防災課 南海地震対策推進会議 15 町職員15人
29 水 10:00～12:00 議員控室 議会事務局 岩手県紫波町視察研修 11 紫波町議員7人、町職員4人
30 木
31 金

28 回 1,177 人　
58 回 1,992 人
342 回 16,103 人

22 水

24 金

17 金

20 月

21 火

10 金

13 月

16 木

合計
年度累計

H24年度からの累計

7 火

8 水

9 木

58

平成２５年６月 累 計

２６回／８０５人 ３６８回／１６，９０８人

黒潮町（職員地域担当制・学校・保育所）防災活動状況（6月）
日 曜日 時　　間 場　　所 主　　管 内　　容 参加者数 備　　考

1 土 19:00～21:00 町民館 南海地震対策係 横浜（14班合同）（班別ワークショップ） 41
地域住民33人、地域担当2人、館長、
情報防災課3人、指導員2人

2 日
3 月
4 火

5 水 19:00～21:00 コミュニティセンター 南海地震対策係 下田の口地区班長事前打合せ会 26
地域住民11人、地域担当12人、
情報防災課長、指導員2人

6 木 19:00～21:00 芝集会所 南海地震対策係 芝地区道路東1,2班(班別ワークショップ） 28 地域住民23人、地域担当3人、指導員2人
7 金
8 土
9 日 10:45～12:05 伊田小学校 伊田小学校 防災講演会 39 児童生徒8人・保護者10人・教職員5人・地域住民16人

10 月 19:00～21:00 芝集会所 南海地震対策係 芝地区道路西1,2,3班(班別ワークショップ） 30
地域住民24人、地域担当3人、
指導員2人,北海道新聞記者

19:00～20:30 「幸」 南海地震対策係 浜町地区班長事前打合せ会 15
地域住民10人、地域担当2人、
指導員2人,北海道新聞記者

19:00～21:00 芝集会所 南海地震対策係 芝地区下組1,2班(班別ワークショップ） 32 地域住民26人、地域担当4人、指導員2人
12 水 19:00～21:00 芝集会所 南海地震対策係 芝地区上組1,2班(班別ワークショップ） 29 地域住民23人、地域担当4人、指導員2人
13 木
14 金 11:00～12:00 田野浦集会所 南海地震対策係 田野浦地区住民避難カルテ説明会 30 地域住民25人、情報防災課2人、役場1人、指導員2人

15 土
16 日

17 月 19:00～20:00 町民館 南海地震対策係 万行地区班長事前打合せ会 18
地域住民13人、地域担当1人、町民館長
情報防災課長、指導員2人

18 火 13:30～15:00 谷　勝夫さん宅 南海地震対策係 下田の口地区道路西班（班別ワークショップ） 21 地域住民17人、地域担当2人、指導員2人
19 水 13:30～15:00 コミュニティセンター 南海地震対策係 下田の口地区道路東班（班別ワークショップ） 18 地域住民13人、地域担当2人、指導員3人

10:00～11:30 消防庁 安否情報一斉訓練
19:00～21:00 コミュニティセンター 南海地震対策係 下田の口地区上前西班（班別ワークショップ） 16 地域住民13人、地域担当1人、指導員2人
9:00～12:00 保健福祉センター2Ｆ 情報防災課 南海地震対策推進会議 17
19:00～21:00 コミュニティセンター 南海地震対策係 下田の口地区上前東班（班別ワークショップ） 18 地域住民14人、地域担当2人、指導員2人

22 土
23 日 8:30～12:00 幡多青少年の家 消防防災係 黒潮町消防団夏季訓練 214 消防団180人、女性防火クラブ13人、消防署9人、町職員12人

9:00～9:30 佐賀庁舎3Ｆ、第二会議室 南海地震対策係 鈴分団地域担当事前打合せ会 6 地域担当3人、情報防災課長、指導員2人
13:00～15:00 コミュニティセンター 南海地震対策係 下田の口地区中前西班（班別ワークショップ） 18 地域住民12人、地域担当3人、指導員3人

25 火 13:00～15:00 コミュニティセンター 南海地震対策係 下田の口地区中前東班（班別ワークショップ） 18 地域住民13人、地域担当2人、指導員3人

19:00～21:00 佐賀漁民センター 南海地震対策係 浜町地区地区1・2・3班合同（班別ワークショップ） 42 地域住民38人、地域担当2人、指導員2人
19:00～21:00 コミュニティセンター 南海地震対策係 下田の口地区下前班（班別ワークショップ） 19 地域住民14人、地域担当3人、指導員2人
14:00～16:00 保健福祉センター2Ｆ 議会事務局 徳島県美波町議会視察 14 美波町議会9人、黒潮町5人
19:00～21:00 佐賀漁民センター 南海地震対策係 浜町地区地区4・5・6班合同（班別ワークショップ） 32 地域住民28人、地域担当2人、指導員2人
19:00～21:00 コミュニティセンター 南海地震対策係 下田の口地区馬野々班（班別ワークショップ） 23 地域住民19人、地域担当2人、指導員2人

28 金 19:00～21:00 佐賀漁民センター 南海地震対策係 浜町地区地区7・8・9班合同（班別ワークショップ） 41 地域住民38人、地域担当1人、指導員2人
29 土
30 日

26 回 805 人
84 回 2736 人
368 回 16,908 人

26 水

27 木

合計
年度累計

H24年度からの累計

11 火

20 木

21 金

24 月

59

平成２５年７月 累 計

６６回／１，８１８人 ４３４回／１８，７２６人

黒潮町（職員地域担当制・学校・保育所）防災活動状況（7月）
日 曜日 時　　間 場　　所 主　　管 内　　容 参加者数 備　　考

1 月 19:00～21:00 町民館 南海地震対策係 万行地区1区班（班別ワークショップ） 17 地域住民11人、地域担当2人、町民館長、指導員2人、ＮＨＫ（カメラマン1人）

15:00～16:30 入野漁協 幡東救難所ほか 災害応急対策訓練（船舶による物資輸送）打ち合わせ 13 漁協2人、遊漁船主会3人、黒潮町3人、四万十市1人、土佐清水海上保安庁2人、中村署1人、黒潮消防署1人
19:00～20:00 鈴集会所 南海地震対策係 鈴地区班長事前打合せ会 16 地域住民10人、地域担当3人、防災課長、指導員2人
19:00～21:00 町民館 南海地震対策係 万行地区2区班（班別ワークショップ） 11 地域住民6人、地域担当2人、町民館長、指導員2人
9:00～10:00 大方庁舎別館2Ｆ防災センター 南海地震対策係 出口分団地域担当事前打合せ会 4 地域担当1人、情報防災課長、指導員2人
19:00～21:00 町民館 南海地震対策係 万行地区3区班（班別ワークショップ） 12 地域住民7人、地域担当2人、町民館長、指導員2人
19:00～21:00 町民館 南海地震対策係 万行地区4区班（班別ワークショップ） 19 地域住民14人、地域担当2人、町民館長、指導員2人
19:00～21:00 坂折集会所 南海地震対策係 坂折地区班長事前打合せ会 12 地域住民8人、地域担当2人、指導員2人
10:30～12:00 佐賀地域 佐賀保育所・小学校・中学校 佐賀保育所・佐賀小学校・佐賀中学校合同避難訓練 314 佐中　教員15　生徒78　佐小　教員19　児童115　佐保　教員11　園児76
19:00～21:00 町民館 南海地震対策係 万行地区5区班（班別ワークショップ） 18 地域住民13人、地域担当2人、町民館長、指導員2人

6 土
7 日
8 月 19:00～21:00 拳の川消防屯所 消防防災係 拳の川消防団懇談会 14 団員 10人（大田副団長 分団員 9）、町長、門田、坂本、吉門

9:00～12:00 佐賀漁港 幡東救難所ほか 災害応急対策訓練（船舶による物資輸送） 60 高知県・幡東救難所・大方遊漁船主会・四万十市・黒潮町・中村警察署・黒潮消防署・土佐清水海上保安署
19:00～21:00 熊野浦集会所 南海地震対策係 熊野浦（3班合同）（班別ワークショップ） 22 地域住民17人、地域担当3人、指導員2人
19:00～21:00 町民館 南海地震対策係 万行地区6－1区・2区班合同（班別ワークショップ） 11 地域住民5人、地域担当3人、町民館長、指導員2人
19:00～21:00 鈴消防屯所 消防防災係 鈴消防団懇談会 11 分団員 7人、町長、門田、坂本、吉門
19:00～21:00 町民館 南海地震対策係 万行地区7－1区班（班別ワークショップ） 7 地域住民2人、地域担当2人、町民館長、指導員2人
19:00～21:00 伊与喜消防団屯所 消防防災係 伊与喜消防団懇談会 14 分団員 10人、町長、門田、坂本、吉門
9:00～12:00 町民館 南海地震対策係 万行地区お年寄り対象ワークショップ 15 地域住民11人、町民館長、指導員3人
9:00～10:00 大方庁舎2F相談室 南海地震対策係 伊与喜分団地域担当職員事前打ち合わせ会 7 地域担当職員4人、防災課長、指導員2人
13:30～16:00 保健福祉センター1Ｆリハビリ室 保健衛生係・保健センター係 高知県南海地震時保健活動ガイドラインについて説明 25 県立大学2人、県庁2人、幡多福祉事務所3人、町職員18人
19:00～21:00 町民館 南海地震対策係 万行地区7－2区班（班別ワークショップ） 17 地域住民11人、地域担当2人、町民館長、指導員2人、読売新聞記者
19:00～21:00 坂折集会所 南海地震対策係 坂折地区（1・2・3・4班合同）（班別ワークショップ） 36 地域住民30人、地域担当4人、指導員2人
9:00～17:00 入野松原 東北大学・高知県 入野松原の松引き倒し実験 3
19:00～21:00 町民館 南海地震対策係 万行地区8区班（班別ワークショップ） 9 地域住民4人、地域担当2人、町民館長、指導員2人
19:00～21:00 坂折集会所 南海地震対策係 坂折地区（5・6・7・8班合同）（班別ワークショップ） 29 地域住民24人、地域担当3人、指導員2人
13:40～15:40 田ﾉ口小学校 田ノ口小学校 防災訓練＆防災講演会 109 児童生徒62人・保護者31人・教職員13人・地域住民3人

13 土
14 日
15 月

14:00～16:00 鈴漁民研修施設 南海地震対策係 鈴地区（1・2・3・4・5・6・須賀留合同）（班別ワークショップ） 28 地域住民24人、地域担当2人、指導員2人
16:30～17:15 応接室 情報防災課 防災地域担当職員リーダー協議会（総合防災訓練） 11 地域担当 リーダー
19:00～21:00 佐賀消防屯所 消防防災係 佐賀消防団懇談会 30
19:00～21:00 鈴漁民研修施設 南海地震対策係 鈴地区（1・2・3・4・5・6・須賀留合同）（班別ワークショップ） 9 地域住民5人、地域担当2人、指導員2人
19:00～21:00 町民館 南海地震対策係 万行地区10区班（班別ワークショップ） 8 地域住民2人、地域担当2人、町民館長、京都大生、指導員2人
19:00～21:00 出口集会所 南海地震対策係 出口地区班長事前打合せ会 12 地域住民8人、情報防災課長、地域担当3人
19:00～21:00 有井川消防屯所 消防防災係 有井川消防団懇談会 11 分団員 8人、町長、坂本、吉門
14:00～14:30 保健福祉センター2Ｆ 社会福祉協議会 鳥取県大山町児童・民生委員防災視察研修 46 視察21人、黒潮町児童民生委員25人
14:30～15:20 上川口分団地域担当 1・2組班による防災訓練の打ち合わせ 7 地域担当7人
19:00～21:00 町民館 南海地震対策係 万行地区11－1区班（班別ワークショップ） 14 地域住民9人、地域担当2人、町民館長、指導員2人
19:00～21:00 町民館 南海地震対策係 万行地区11－2区班（班別ワークショップ） 15 地域住民9人、地域担当2人、町民館長、京都大生、指導員2人
19:00～21:00 早咲地区 早咲地区 夜間避難訓練 210

20 土
21 日

9:00～12:00 町民館 南海地震対策係 万行地区お年寄り対象ワークショップ 6 地域住民3人、、指導員3人
13:30～14:00 上川口分団地域担当 上川口郷区長へ自主防災訓練説明 2 地域担当1人、区長
19:00～21:00 町民館 南海地震対策係 万行地区12－1区班（班別ワークショップ） 18 地域住民12人、地域担当2人、町民館長、中日新聞記者、指導員2人
9:30～10:30 佐賀保育所 南海地震対策係 起震車乗車体験 60 園児3～5歳を対象
16:00～17:00 佐賀小学校 南海地震対策係 黒潮町小ども教室（佐賀） 18 小学生と保護者を対象  子ども13人　町民館職員1人　学童さん2人　指導員2人
19:00～21:00 町民館 南海地震対策係 万行地区12－2区班（班別ワークショップ） 14 地域住民7人、地域担当2人、町民館長、情報防災課長、ＮＨＫ山崎解説委員、指導員2人
9:00～12:00 町内 情報防災課 ＮＨＫ山崎解説員視察
9:30～10:30 南部保育所 南海地震対策係 起震車乗車体験（避難訓練も実施予定） 30 園児3～5歳を対象
16:00～17:00 旧　早咲保育所 南海地震対策係 黒潮町小ども教室（くじら） 37 小学生と保護者を対象 子供32人　学童さん3人　指導員2人
19:00～20:00 早咲集会所 南海地震対策係 第3回早咲津波避難タワーＷＳ 40 地域住民29人、情報防災課4人、地域担当職員5人、設計コンサル2人
9:00～10:00 大方庁舎別館2Ｆ防災センター 南海地震対策係 田野浦分団地域担当事前打合せ会 8 地域担当5人、情報防災課長、指導員2人
9:30～11:00 大方中央保育所 南海地震対策係 起震車乗車体験 55 園児4～5歳を対象
13:30～14:30 三浦小学校 南海地震対策係 黒潮町小ども教室（三浦） 27 小学生と保護者を対象  子ども22人　　学童さん3人　指導員2人
13:30～15:00 議員控室 議会事務局 和歌山県すさみ町議会議員視察 13 視察10人、黒潮町職員3人
16:15～17:15 本庁2Ｆ相談室 伊与喜分団地域担当 総合防災訓練地域担当職員打合せ会 4 地域担当 4人
17:30～18:30 佐賀庁舎大会議室3Ｆ 佐賀分団地域担当 黒潮町総合防災訓練打合せ会 23 地域担当23人
19:00～20:00 馬地集会所 南海地震対策係 馬地地区班長事前打合せ会 6 地域住民3人、地域担当1人、指導員2人
9:30～10:30 大方くじら保育所 南海地震対策係 起震車乗車体験 35 園児3～5歳を対象
15:00～21:00 入野小学校 入野小学校5年生 防災キャンプ（避難所体験等） 24 入野小学校5年生24人　保護者○名　役場7名
16:00～17:00 旧　馬荷小学校 南海地震対策係 黒潮町小ども教室（田ノ口） 23 小学生と保護者を対象 子ども18人　主催者1人　学童さん2人　指導員2人
17:30～18:00 上川口分団地域担当 王無区長、王迎区長へ自主防災訓練説明 5 区長2人、地域担当3人

27 土
9:00～11:00 情報防災課 高知県 四県共同津波避難訓練 2
14:00～17:00 ＮＨＫ・京都大学防災研・万行地区 NHK 南海トラフ巨大地震に関する取材の報告会＆避難訓練 50

29 月 19:00～20:00 佐賀町民館 南海地震対策係 第3回横浜津波避難タワーＷＳ 28 地域住民20人、情報防災課4人、町民館長、地域担当職員1人、コンサル2人
9:00～12:00 佐賀庁舎3Ｆ 情報防災課 南海地震対策推進会議 15
9:00～10:00 大方庁舎2F相談室 南海地震対策係 伊田分団地域担当職員事前打ち合わせ会 6 地域担当職員4人、指導員2人
19:00～20:00 浜の宮集会所 南海地震対策係 第3回浜の宮津波避難タワーＷＳ 26 地域住民17人、地域担当2人、情報防災課4人、コンサル2人、高知新聞社1人

31 水 19:00～21:00 有井川集会所 有井川分団担当職員・自主防 有井川分団地区第1回訓練計画作成会議 17 自主防災委員10人、地域担当7人
66 回 1,818 人　
150 回 4,519 人
434 回 18,726 人

28 日

合計

23 火

24 水

30 火

25 木

26 金

18 木

19 金

22 月

12 金

16 火

17 水

金

9 火

10 水

11 木

年度累計
H24年度からの累計

2 火

3 水

4 木

5

60

平成２５年８月 累 計

４４回／８６９人 ４７８回／１９，５９５人

黒潮町（職員地域担当制・学校・保育所）防災活動状況（8月）
日 曜日 時　　間 場　　所 主　　管 内　　容 参加者数 備　　考

19:00～21:00 出口集会所 南海地震対策係 出口地区沖前3班（班別ワークショップ） 17 地域住民12人、地域担当3人、指導員2人
19:00～21:00 馬地集会所 南海地震対策係 馬地地区1・2・3班合同（班別ワークショップ） 18 地域住民12人、地域担当4人、指導員2人
19:00～21:00 出口集会所 南海地震対策係 出口地区向前1班（班別ワークショップ） 15 地域住民10人、地域担当3人、指導員2人
19:00～21:00 藤縄集会所 南海地震対策係 藤縄地区1・2・3・4班合同（班別ワークショップ） 33 地域住民22人、消防団5人、地域担当4人、指導員2人
19:00～21:00 町集会所 南海地震対策係 第3回町津波避難タワーＷＳ 26 地域住民18人、情報防災課4人、地域担当2人、コンサル2人

3 土
8:00～9:00 田野浦集会所 田野浦部落 津波避難拠点施設（消防屯所・集会所）建設について 154 地域住民150人、総務課2人、情報防災課2人
19:00～21:00 上川口自主防災会 防災訓練説明会 16 地域住民15人、地域担当1人
19:30～20:15 王無地区自主防災会 防災訓練打ち合わせ会 7 地域住民5人、地域担当2人
19:00～21:00 出口集会所 南海地震対策係 出口地区奈路前6班（班別ワークショップ） 23 地域住民18人、地域担当3人、指導員2人
19:00～21:00 馬地集会所 南海地震対策係 馬地地区4・5・6班合同（班別ワークショップ） 15 地域住民10人、地域担当3人、指導員2人
19:00～21:00 大方町民館 南海地震対策係 第3回万行地区津波避難タワーＷＳ 28 地域住民17人、町民館職員2人、町長、情報防災課4人、地域担当職員2人、コンサル2人
18:30～19:30 不破原集会所 地域担当職員 不破原地区防災訓練計画作成会議 地区役員 人、分団 人、地域担当 人
19:00～20:30 田野浦集会所 南海地震対策係 田野浦地区班長事前打合せ会 28 地域住民20人、情報防災課長、地域担当4人、指導員3人
19:00～21:00 蜷川消防屯所 消防防災係 蜷川消防団防災懇談会 15 分団員 12人、町長、門田、坂本
19:00～ 老人憩の家 南海地震対策係 伊田浦地区班長事前打合せ会 15 地域住民10人、、j情報防災課長、地域担当2人、指導員2人

19:00～21:00 出口集会所 南海地震対策係 出口地区向前2班（班別ワークショップ） 24 地域住民19人、地域担当3人、指導員2人
19:00～20:00 王迎自主防災会 防災訓練内容協議 4 地域住民3人、地域担当職員1人
19:00～21:00 上川口消防屯所 消防防災係 上川口消防団懇談会 13 分団員 10人、町長、門田、坂本
14:40～14:50 上川口郷防災会 防災訓練説明会 6 地域住民5人、地域担当1人
19:00～21:00 出口集会所 南海地震対策係 出口地区西前4班（班別ワークショップ） 23 地域住民18人、地域担当3人、指導員2人
19:00～21:00 鞭消防屯所 消防防災係 鞭消防団懇談会 16 分団員 14人、町長、坂本
19:00～21:00 出口集会所 南海地震対策係 出口地区下前5班（班別ワークショップ） 地域住民人、地域担当人、指導員2人

下田の口集会所 田の口分団地域担当職員 下田の口地区防災訓練メニュー及び避難計画に関する地区役員打ち合わせ 地域担当2人
10 土
11 日 9:00～16:00 木造住宅相談会 南海地震対策係 高知県建築士会による住宅耐震相談会
12 月 19:00～21:00 出口集会所 出口分団地域担当職員 自主防災訓練打合せ会 自主防役員・消防団員+地域担当
13 火
14 水
15 木
16 金
17 土
18 日

19:00～21:00 上分集会所 南海地震対策係 上分地区合同（班別ワークショップ） 42 地域住民36人、地域担当4人、指導員2人
19:00～21:00 田野浦集会所 南海地震対策係 田野浦地区下浜（1班・2班）（班別ワークショップ） 23 地域住民18人、地域担当3人、指導員2人
19:00～21:00 早咲消防屯所 消防防災係 消防団防災懇談会 17 団長1人、分団員 14人、町長、坂本

20 火 19:00～21:00 田野浦集会所 南海地震対策係 田野浦地区下浜（3班・4班）（班別ワークショップ） 12 地域住民7人、地域担当3人、指導員2人
9:00～10:00 大方庁舎2F和室 南海地震対策係 有井川分団地域担当職員事前打ち合わせ会 7 地域担当5人、指導員2人
19:00～21:00 入野消防屯所 消防防災係 消防団防災懇談会 24 分団員 22人、町長、坂本

22 木 19:00～21:00 田野浦集会所 南海地震対策係 田野浦地区下浜（5班・6班）（班別ワークショップ） 18 地域住民13人、地域担当3人、指導員2人
23 金 19:00～21:00 田野浦集会所 南海地震対策係 田野浦地区下浜（7班・8班）（班別ワークショップ） 26 地域住民21人、地域担当3人、指導員2人
24 土
25 日

19:00～21:00 田野浦集会所 南海地震対策係 田野浦地区下浜（9班・12班）（班別ワークショップ） 14 地域住民9人、地域担当3人、指導員2人
19:00～21:00 伊田浦コミュニティセンター 南海地震対策係 伊田浦地区1班・2班（班別ワークショップ） 31 地域住民27人、地域担当2人、指導員2人
19:00～21:00 田野浦集会所 南海地震対策係 田野浦地区下浜（10班・11班）（班別ワークショップ） 12 地域住民8人、地域担当2人、指導員2人
19:00～21:00 伊田浦コミュニティセンター 南海地震対策係 伊田浦地区3班・4班（班別ワークショップ） 17 地域住民14人、地域担当1人、指導員2人
19:00～21:00 伊田浦コミュニティセンター 南海地震対策係 伊田浦地区5班・6班・7班（班別ワークショップ） 37 地域住民33人、地域担当2人、指導員2人
19:00～21:00 下田の口消防屯所 消防防災係 消防団防災懇談会 19 嶋津副団長1人、分団員 16人、町長、坂本
19:00～21:00 田野浦集会所 南海地震対策係 田野浦地区西間（1班・4班）（班別ワークショップ） 15 地域住民9人、地域担当4人、指導員2人
8:30～9:30 2Ｆ議員控室 南海地震対策係 鞭分団事前打合せ会 8 情報防災課長、地域担当5人、指導員2人
19:00～21:00 出口集会所 消防防災係 消防団防災懇談会 13 分団員 10人、町長、門田、坂本
19:00～ 有井川集会所 南海地震対策係 有井川地区班長事前打合せ会 21 地域住民12人、情報防災課長、地域担当6人、指導員2人

19:00～21:00 田野浦集会所 南海地震対策係 田野浦地区西間（2班・3班・6班）（班別ワークショップ） 17 地域住民12人、地域担当3人、指導員2人
31 土

44 回 869 人
194 回 5388 人
478 回 19,595 人

29 木

30 金

合計

26 月

27 火

28 水

9 金

19 月

21 水

月

6 火

7 水

8 木

年度累計
H24年度からの累計

1 木

2 金

4 日

5



61

平成２５年９月 累 計

２７回／３９８人 ５０５回／２０，０９３人

黒潮町（職員地域担当制・学校・保育所）防災活動状況（9月）
日 曜日 時　　間 場　　所 主　　管 内　　容 参加者数 備 　考

1 日 全町 防災対策課 県下一斉避難訓練（総合防災会議） 60
雷注意報で中止、炊き出し訓練のみ実施
（入野本村、有井川）

2 月 19:00～21:00 田野浦集会所 南海地震対策係 田野浦地区西間（7班・8班）（班別ワークショップ） 13 地域住民7人、地域担当4人、指導員2人
3 火 19:00～21:00 田野浦集会所 南海地震対策係 田野浦地区西間（5班・11班）（班別ワークショップ） 14 地域住民10人、地域担当2人、指導員2人
4 水 19:00～21:00 田野浦消防屯所 消防防災係 消防団防災懇談会 9 分団員 6人、町長、門田、坂本

9:00～10:00 2階相談室 南海地震対策係 上川口分団事前打ち合わせ 12 地域担当10人、指導員2人
19:00～21:00 灘集会所 南海地震対策係 灘地区（班別ワークショップ） 20 地域住民16人、地域担当2人、指導員2人
19:00～21:00 田野浦集会所 南海地震対策係 田野浦地区西間（9班・10班）（班別ワークショップ） 19 地域住民14人、地域担当3人、指導員2人

6 金 19:00～20:00 浮津集会所 南海地震対策係 浮津地区班長事前打合せ会 21 地域住民9人、防災課長、地域担当9人、指導員2人
7 土
8 日

19:00～21:00 伊田郷集会所 南海地震対策係 伊田郷　小畑、沢地区（班別ワークショップ） 27 地域住民23人、地域担当2人、指導員2人
19:00～21:00 田野浦集会所 南海地震対策係 田野浦地区土居坂の下（1班・2班）（班別ワークショップ） 12 地域住民7人、地域担当3人、指導員2人
19:00～21:00 伊田郷集会所 南海地震対策係 伊田郷　中野、坂本地区（班別ワークショップ） 21 地域住民17人、地域担当2人、指導員2人
19:00～21:00 田野浦集会所 南海地震対策係 田野浦地区土居坂の下（3班・4班）（班別ワークショップ） 17 地域住民12人、地域担当3人、指導員2人

11 水 19:00～21:00 田野浦集会所 南海地震対策係 田野浦地区土居坂の下（5班・6班）（班別ワークショップ） 12 地域住民7人、地域担当3人、指導員2人
19:00～ 上川口浦集会所 南海地震対策係 上川口浦地区班長事前打合せ会 23 地域住民12人、防災課長、

地域担当8人、指導員2人
13 金
14 土
15 日
16 月
17 火
18 水 19:00～21:00 浮津集会所 南海地震対策係 浮津地区（1班・2班）（班別ワークショップ） 16 地域住民12人、地域担当2人、指導員2人

19:00～21:00 有井川集会所 南海地震対策係 有井川　1,2班（班別ワークショップ） 26 地域住民21人、地域担当3人、指導員2人
19:00～21:00 浮津集会所 南海地震対策係 浮津地区（6班）（班別ワークショップ） 15 地域住民11人、地域担当2人、指導員2人
16:00～18:00 塩田商店駐車場 南海地震対策係 有井川　7・8・9班（班別ワークショップ） 22 地域住民16人、地域担当4人、指導員2人
19:00～21:00 浮津集会所 南海地震対策係 浮津地区（3班）（班別ワークショップ） 14 地域住民10人、地域担当2人、指導員2人

21 土
22 日
23 月

19:00～21:00 有井川集会所 南海地震対策係 有井川　3・4班（班別ワークショップ） 19 地域住民人、地域担当人、指導員2人
19:00～21:00 浮津集会所 南海地震対策係 浮津地区（7・8班）（班別ワークショップ） 22 地域住民18人、地域担当2人、指導員2人
19:00～ 上川口郷集会所 南海地震対策係 上川口郷地区班長事前打合せ会 12 地域住民人、、地域担当人、指導員人

19:00～21:00 浮津集会所 南海地震対策係 浮津地区（5班）（班別ワークショップ） 14 地域住民人、地域担当人、指導員2人
19:00～21:00 有井川集会所 南海地震対策係 有井川　6班（班別ワークショップ） 10 地域住民人、地域担当人、指導員2人

19:00～ 鞭集会所 南海地震対策係 鞭地区班長事前打合せ会 21 地域住民人、防災課長、地域担当人、指導員2人

19:00～21:00 有井川集会所 南海地震対策係 有井川　5班（班別ワークショップ） 11 地域住民人、地域担当人、指導員2人

28 土
29 日
30 月 19:00～21:00 浮津集会所 南海地震対策係 浮津地区（4班）（班別ワークショップ） 16 地域住民人、地域担当人、指導員2人

27 回 498 人
221 回 5,723 人
505 回 20,093 人

金

27 金

24

年度累計
H24年度からの累計

5 木

9 月

10

26 木

合計

火

12 木

火

25 水

19 木

20

防災会議・訓練等の実施回数と参加者数の推移
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(人)

▼平成２５年８月末人口＝１２，４８８人
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年月
防災教育・
研修

防災訓練
現地調査
など

懇談会・
ＷＳ等

視察関係 その他 合計

H24年4月 4 7 0 0 0 0 11

H24年5月 4 13 0 12 0 0 29

H24年6月 6 22 7 43 0 0 78

H24年7月 7 29 27 81 2 0 146

H24年8月 8 29 31 91 4 0 163

H24年9月 8 30 31 95 4 0 168

H24年10月 8 30 31 109 9 1 188

H24年11月 13 30 31 117 9 2 202

H24年12月 16 31 31 123 13 2 216

H25年1月 17 32 31 136 15 3 234

H25年2月 19 32 31 146 20 6 254

H25年3月 20 34 31 171 22 6 284

H25年4月 22 36 31 197 22 6 314

H25年5月 22 37 31 223 22 7 342

H25年6月 23 39 31 245 22 8 368

H25年7月 27 49 31 293 24 10 434

H25年8月 27 49 31 337 24 10 478

H25年9月 27 50 31 363 24 10 505

活動内容別の実施回数（累計）
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活動内容別の実施回数（累計）

個別カルテづくりの果実

「土砂災害に対する住民の警戒避難行動促進のための働きかけ手法」
土木技術資料 52(8), pp. 14‐17, 2010 

• 課題の細分化⇒単純化・具体化
• 近所の出席状況が明確⇒欠席しづらい
（2013.10.11現在、参加率６１％、カルテ回収率９８％）

• 社会的手抜きの排除＝相互扶助、共助と近助の活性
• 自分の住まいのリスクを事前に理解⇒リスクコミュニケーション
• カルテの記入⇒作業による記憶の定着
• 「隣組」登録時に本人に意思確認⇒コミュニティ活性化
• 当事者意識の醸成⇒「そのとき」の行動に作用

南郷小学校の南郷小学校の””下校中の避難訓練下校中の避難訓練””に参加！に参加！

（地域担当職員の独り言です。）（地域担当職員の独り言です。）
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10月17日（木）、南郷小学校児童による“下校中の避難訓練”に防災担当職員2名と地域担
当職員3名が参加してきました。（校務員も地域担当職員ですが、ここでは学校職員の位置づ
けとします。）
今後、南郷小でも意見集約をし、発表などでお話をきく機会があるかもしれませんが、どうし
てもナマの声をきいていただきたかったので簡単ではありますが、情報提供します。

◆訓練の流れ◆
16時に児童は下校を開始、16時05分に地区の放送で避難開始。その後、点呼、帰宅、役
場・鞭区長との連絡。（※もちろん、この避難訓練を児童・地域は知りません。児童の避難訓
練である内容で放送しました。）
避難放送を聞いた時点でその場所から一番近い避難場所（鞭集会所・南郷小裏山・弘野団
地）へ駆け上がりました。※避難児童は全部で30人
防災・地域担当職員は学校職員の方々と同様に避難路や避難場所に分かれて、一緒に避
難。ちなみに私は弘野団地へ避難でした。
児童は坂の下から息を切らしながら重いランドセルを背負い避難場所まで駆け上がりまし
た。

そこで今回、避難場所で点呼した後に、それぞれの児童より“ひとこと”もらいましたのでご
紹介します。
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◆児童のひとこと（思ったこと）◆
・地区の放送にびっくりした。でも、頑張って走った。
・ボクは信号を渡った後に放送を聞いたので、南郷小
の裏山ではなく、弘野団地を上がることにした。
（→信号を渡っていなかったら南郷小の裏山に逃げる
ことを覚えていた。）
・上がってくるときに少し崩れているところがあったので、
近くを走らなかった。
・本当の避難の時、ランドセルはどうしたらいい？
（→先生より、「実際の避難でランドセルを投げ捨てる、
身を守るための盾代わりにするかは、それぞれの
判断に任せる」と話をする。）

68

◆その他◆
ほか、避難終了後に先生とお話したのですが、「今回の地区内放送を聞いた方は少なくと
も“子どもたちが訓練をしている”と感じてくれた。“今は児童のための訓練”これが、「子ども
達が頑張っているから自分も・・・」と地域の大人へも波及していけばいいですね。」と・・・。

・・・このような話。どっかで聴きましたよね？

そう、こないだの片田教授を招いての職員研修。置かれている状況や育ってきた環境が違
えど、とりくみが見える形であれば「自分もやるぞ！」と思う方が増え、地域に、そして黒潮町
に犠牲者ゼロが根付く時が来る・・・と肌で感じたことでした。

以上、簡単ではありますが報告します。すみませんが皆様、誤字脱字を含め回覧したこと
を何卒ご了承ください。
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「犠牲者ゼロ」の防災まちづくり「犠牲者ゼロ」の防災まちづくり「犠牲者ゼロ」の防災まちづくり
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逃げる人づくり
防災教育の推進
自助・近助・共助の
あり方
地域コミュニティの活
性

逃げる人づくり逃げる人づくり
防災教育の推進
自助・近助・共助の
あり方
地域コミュニティの活
性

逃がす環境づくり
耐震化の推進
家具の固定
避難道の整備
避難場所の整備

逃がす環境づくり逃がす環境づくり
耐震化の推進
家具の固定
避難道の整備
避難場所の整備

生きぬく地域社会づくり
災害関連死を出さない
孤立死や孤独死を出さな
い日常のつながりの維持

生きぬく地域社会づくり生きぬく地域社会づくり
災害関連死を出さない
孤立死や孤独死を出さな
い日常のつながりの維持

職員地域担当制職員地域担当制
諸要因を具体的政策へと結ぶ土台諸要因を具体的政策へと結ぶ土台

目 的 達 成 の た め の 諸 要 因目 的 達 成 の た め の 諸 要 因

【現状設定】
○避難開始のタイミング
・10分後に避難開始した人が20％
・20分後に避難開始した人が50％
・津波が到達してから避難開始した人が30％
○H25.3時点の津波避難タワー・避難路等（整備率26％）
○住宅の耐震化率（74％）・家具の転倒防止対策実施（20％）

【想定の条件】
○冬の深夜に発生（多くの人が自宅就寝中、
家
屋倒壊による被災、津波からの避難が遅れる）

○避難速度は1分あたり35m（0.58m/
秒）
※深夜想定のため歩行困難者並み（通常の80%）の
速度
に設定

○浸水区域外への最短直線距離の1.5倍
（黒潮町の設定数値）
○建物棟数11,567棟（高知県住宅課）
○人口13,338人（H17国勢調査）

【防災対策後】
○避難開始のタイミング
・10分後に避難開始した人が100％
○H25.2の時点で計画されている津波避難タワー・避難路等
（整備率100％）
○住宅の耐震化率（100％）・家具の転倒防止対策実施率
（100％）

（高知県版）南海トラフ巨大地震による黒潮町の被害想定の概要 （2013.5.15/高知県公表資料）

被害内容 人的被害（死者数） 人的被害（負傷者） 建物被害 1日後の避難者数

被害要因

建物倒壊

津波
急傾斜
地崩壊

火災 合計

建物倒壊等
津波 急傾斜地崩壊 火災 合計

液状化 揺れ
急傾斜
崩壊

津波 火災 合計 避難所
避難所
以外

合計
うち家具

建物 うち家具
うち重傷者 うち重傷者 うち重傷者 うち重傷者 うち重傷者 うち重傷者

地震動・津
波モデル

現計画
（旧想
定）

72 未算定 396 29 17 514 202 未算定 死亡者数に含む 36 未算定 67 未算定 305 未算定 59 1,148 426 3374 319 5,326 未算定 未算定 5,538

L1津波
現状 40 若干数 280 若干数 若干数 330 540 300 30 10 170 60 若干数 若干数 若干数 若干数 710 360 10 620 10 550 70 1,300 2,700 1,500 4,100
対策後 若干数 未算定 若干数 未算定 未算定 未算定 40 30 未算定 未算定 0 0 未算定 未算定 未算定 未算定 40 30～ 未算定 30 未算定 未算定 未算定 未算定 2,100 1,100 3,200

Ｌ２津波
基本ケース
ケース⑩

現状 180 10 2,100 10 10 2,300 1,100 600 110 20 100 40 10 若干数 若干数 若干数 1,200 640 20 2,800 30 3,400 110 6,300 6,600 3,500 10,000

対策後 10 未算定 10 未算定 未算定
20～
100

190 110 未算定 未算定 0 0 未算定 未算定 未算定 未算定 190～ 110～ 未算定 240 未算定 未算定 未算定 未算定 5,500 2,800 8,200

（これまでの取り組み）
死者数：2,900人

住宅耐震化率：74％（県平均）
津波早期避難率：20%
津波避難空間：未整備

△６00人 △１，６７0人
△５３０～△６１０人

■防災・減災対策の効果見込

■津波避難カルテ等の活用により、さらなる対策への落とし込み
【建物等倒壊・火災対策】耐震対策の充実及び啓発の徹底
【津 波 対 策 】津波避難カルテ活用による避難空間及び避難行動の

チェック
公営住宅等の高台移転の計画的実施・避難訓練の充実

【急 傾 斜 対 策 】急傾斜危険地域の点検及び防災対策の充実

さらなる対策で
限りなくゼロに

あきらめない、揺れたら逃げる、
より早く、より安全なところへ。

現 状
死者数：2,３00人

住宅耐震化 率：74％
津波早期避難率：20%

死者数：６３0人

住宅耐震化率：74％
津波早期避難率：１０0%

死者数：20～１００人

住宅耐震化 率：１００％
津波早期避難率：１０0%

津
波
避
難
空

間
の
確
保

津
波
避
難
空
間

の
確
保
・
早
期
避

難
率
の
向
上

建
物
の
耐
震
化

津
波
避
難
空
間
の

追
加
・
訓
練
に
よ
る

避
難
速
度
の
向
上

（注）県のデータが四
捨五入しており合計
が合わない場合があ
ります。

被
害
の
最
悪
ケ
ー
ス

＝

○
地
震
動
（基
本
）

○
津

波
（ケ
ー
ス
⑩
）
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逃げることの困難性

• この歌の作者と息子は、
防災意識が低いのか

• 人は、人として逃げられ
ないことの理解から始め
るべし



「高台移転」 高知の沿岸集落は
高知新聞連載（2013/9/27,28分）

住民の主体性

行政の主体性

避難経路・避難場所の再検討
整備計画の作成
地域担当制でスピード感達成

ステージ１ ステージ２ ステージ３

計画的ハード整備
避難カルテによる課題の具体化
処方箋で対策の具体化

作業の循環とブラッシュアップ
作業の主体のシフトチェンジ
防災に対峙する社会構造の適正化・健全化
⇒日常化

段階

資源の
投入量

避難放棄者を出さないため、行政がリードしてきた
構造を段階的にシフト⇒地域社会の健全化へ

防災の日常化へ向けたシフトチェンジ

防災を日常化する
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認知的対応
目標設定

課題の具体化

応急的対応
対策の具体化

改善的対応
対策の適正化

定着的対応
防災の一般化

日常化⇒防災文化へ

「避難放棄者」を出さない

あきらめない 揺れたら逃げる より早く より安全な所へ

人が死なない防災対策への確実な取り組み

「犠牲者ゼロ」の防災まちづくり

南海地震に備え、津波から逃げることは、
海の恵みを受ける黒潮町のお作法

黒潮町は千年に耐えられる
まちづくりを進めている
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予備スライド
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『日本の地域別将来推計人口』 （国立社会保障・人口問題研究所、平成25年３月推計）から

2010年

2025年

2040年

【封鎖人口仮定なし】 【封鎖人口仮定あり】
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■黒潮町の産業構造

過去１０年間で産業が弱り，今もなお若者が町外に出て行ってます

黒潮町の市町村総生産の推移

黒潮町に産業を，若者が働く場をつくらなければいけない

約２
割減

黒潮町の人口減要因の推移（上）
有効求人倍率の推移（下）

（百万円）

（人）

■今後の産業政策に必要なこと

この先５年後，１０年後に何人が黒潮町で働いているかを考えます

地域活性化の産業政策から産業づくりの産業政策へ

利益

原価

売上

人件費

新規雇用

雇用

原価

売上

新規雇用？

雇用

人件費

公共投資

産業＝ビジネスで勝負できるこ
れ
か
ら

現
在

雇用の成立
⇓

誰でも参加できる
地場のものを使う

⇓
地域の活気づくり

活性化≠産業 （拡大再生産）

福祉効果

高知新聞（2013/2/28 , 2013/3/29 , 2013/5/27） 産経新聞（2013/7/16）
81 82

ふるさとを、ふるさとを、
次の世代へ、次の世代へ、
しっかりと。しっかりと。


